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調査地点と層序

第３章　調査の記録

第１節　調査地点と層序

ａ．調査地点の位置
　本調査地点は、岡山大学鹿田キャンパスの南西部に位置する。鹿田地区の構内座標では、Ａ地点がCD56～CJ58
区、Ｂ地点がCJ61～CK62区である（図６）。調査以前には、Ａ地点は一部焼却炉として利用されていた。
　報告済みの調査地点との関係は以下の通りである。本調査地点の北約50ｍには第７次調査地点、北西約80ｍに
は第６次調査地点、東約100ｍには第９・11次調査地点、第20次Ａ地点・第25次調査地点がある。未報告ではある
が、第７次調査地点の西隣には第17次調査地点、南東約100ｍには第12・27次調査地点がある。
　本調査地点の北側にある第６・７次調査地点では、微高地に展開する古墳時代初頭の竪穴住居のほか、12世紀
～14世紀の屋敷地が報告されている⑴。東側の第９・11次調査地点、第20次Ａ地点・第25次調査地点では、弥生
時代後期～古墳時代にかけての水田域や11世紀～16世紀の屋敷地が報告されている⑵。また、本調査地点の南側
では、試掘・確認調査によって、中世以降の耕作地の広がりが確認されている⑶。このように周辺では、弥生～
古墳時代にかけての集落や中世の屋敷地の展開に関する調査成果が得られている。本調査地点は、これら既往の
調査成果の広がりや、鹿田遺跡の南西端部の状況を考える上で重要な位置といえる。
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図６　調査地点位置図（縮尺1/3,000）
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ｂ．層序
　本調査地点は、Ａ地点では近現代の建物建築に伴う破壊によって、その西半のほとんどが＜10層＞まで、また
南北方向の大溝がつくられていたことによって、中央部では＜13層＞までの層位が破壊を受けていた。そのため、
北・西・南側の調査区壁面の情報は断片的にならざるを得なかった。また、Ｂ地点の調査区北側断面についても
同様である。ここでは、両地点の土層関係はもとより調査区内においても分断された土層を対応させつつ、層位
と地形について報告する（図７～９、表１）。なお、本調査報告書内では基本土層の表記については＜　＞を付け
て表す。
　本調査で確認された土層は13層に大別される。以下、各層の概要を記載する。
＜１層＞（大正期以降）　大正10～11年の医学校建設に伴う造成土および現在に至る工事関連の造成土である。
標高は、Ａ地点の北側で2.36ｍ、南側で2.43ｍを測り、Ｂ地点では2.35ｍを測る。厚さは0.8ｍ程である。
＜２層＞（近代）　淡灰白色砂質土で明治～大正期の耕作土にあたる。医学校建設時に大きく削平を受けており、
Ａ地点の東半、Ｂ地点の南西部の一部にのみ検出された。上面の標高は1.55～1.46ｍ前後を測り、厚さは0.1ｍ程
である。遺物は出土していない。
＜３層＞（近世）　明緑灰褐色砂質土で鉄分を含む。Ａ地点の東半およびＢ地点において確認できた。上面の標
高は1.43～1.35ｍを測る。北側で高く、南へ行くほど低くなる。厚さは0.1ｍ程である。遺物は13号ポリ袋３袋程
度である。土師器・近世陶磁器片を多く含むが、ほとんど小片である。
＜４層＞（中世前半）　緑灰褐色砂質土で鉄分を含む。上面の標高は1.35～1.26ｍを測る。Ａ地点東壁の③地点で
は若干低くなるものの、④地点や南壁の⑤地点では再び高くなっている（図７、表１）。高低差はあるものの、調
査区全体では概ね平坦であったと考えられる。厚さは0.05～0.16ｍ程である。
　遺物は13号ポリ袋３袋程度である。吉備系土師器椀の破片が非常に多く、中世の磁器片も若干含む。そのほと
んどが小片である。遺構は、Ａ地点を南北に縦断する溝22ａが掘り込まれていることを確認した。本層の時期は
溝の時期から中世前半と考えられる。
＜５層＞（中世前半）　明灰茶褐色砂質土で鉄分・砂を含む。上面の標高は1.31～1.19ｍを測る。Ａ地点の南西部
が最も高く、周囲よりも0.05～0.1ｍ程高い。土層の厚さは0.1ｍ程度である。
　遺物は13号ポリ袋３袋程度である。吉備系土師器椀の小片が最も多いが、古墳時代の土師器や陶磁器片も若干
含む。小片・細片がそのほとんどを占める。本層の時期は中世前半と考えられる。
＜６層＞　灰茶褐色砂質土で下方に向けて砂質が若干強まる。上面の標高は1.2～1.13ｍを測る。Ａ地点では1.13
～1.15ｍであるが、Ｂ地点では1.2ｍとなっており、南へ向けて高くなる。土層の厚さは、0.1ｍ程度である。
　遺物は13号ポリ袋１／４袋程度である。古墳時代の土師器小片が出土した。遺構は中世の溝20が掘り込まれて
いることを確認した。上下の土層との関係から中世前半～古墳時代前期前葉としか考えることができない。
＜７層＞（古墳時代前期前葉）　茶褐色砂質土でマンガンを顕著に含む。色調・マンガンの含有率によって、Ａ
地点南側以南では２層に分けることができる。上層の＜７ａ層＞はＡ地点の南部およびＢ地点にのみ確認される。
マンガンが多く、暗色を強める。上面の標高は、1.1～1.06ｍを測る。Ａ地点北半の＜７ｂ層＞は南半の＜７ａ層＞
とほとんど標高差がないことから、＜８層＞以下の低位部に＜７ａ・ｂ層＞が堆積しているといえる。地形は、
Ｂ地点の方が若干高いものの、概ね平坦であるといえる。
　遺物は、コンテナ（28㍑/箱）1／２箱程度である。吉備型甕の破片が最も多い。中世の吉備系土師器椀も少量
含むが、小片であり混入と判断される。遺構は、Ａ地点では土坑４、小区画溝群、Ｂ地点では溝12が掘り込まれ
ていることを確認した。また、本層上面で古墳時代前期前葉の井戸１・２を確認した。
＜８層＞（弥生時代後期～古墳時代前期前葉）　淡灰黄色砂質土で灰色粘土を含む。Ａ地点南東部でのみ確認さ
れている。＜９層＞の落ち込む地点に堆積していることが予想される。上面の標高は0.83ｍであり、土層の厚さ
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左：Ａ地点南壁（北から）　　右：Ｂ地点西壁（東から）
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表１　調査区断面における各層位レベル一覧（数字は標高ｍ）

断面位置

Ａ地点 Ｂ地点

東壁 南壁 東壁

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

＜２層＞ − 1.46 − − − −

＜３層＞ 1.43 1.43 − − 1.39 1.35

＜４層＞ 1.35 1.32 1.26 1.31 1.36 1.29

＜５層＞ 1.19 1.22 1.2 1.25 1.31 1.26

＜６層＞ 1.13 1.13 1.09 1.18 1.15 1.2

＜７ａ層＞ − − − 1.07 1.08 1.1

＜７ｂ層＞ 1.06 1.02 0.99 0.9 1.02 1.01

＜８層＞ − − − 0.83 − −

＜９ａ層＞ − − 0.89 0.75 0.96 0.95

＜９ｂ層＞ − − − − − 0.83

＜10ａ層＞ 0.92 − − − 0.87 0.79

＜10ｂ層＞ 0.82 0.86 0.79 0.62 0.84 0.71

＜10ｃ層＞ 0.66 0.69 0.68 − 0.72 −

＜10ｄ層＞ 0.55 0.64 0.61 − 0.58 −

＜11層＞ − − − 0.46 0.54 0.65

＜12層＞ 0.51 0.52 0.51 0.39 − 0.53
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は0.1ｍ程度である。遺物は出土していないが、本層の時期は弥生時代後期～古墳時代前期前葉と考えられる。
＜９層＞（弥生時代後期～古墳時代前期前葉）　黒灰色粘質土で植物の影響による腐植土層であると考えられる。
＜10層＞が低くなるCFラインよりも南側で確認できる。Ｂ地点では、上層に明黄灰色粘土ブロックを多く含むこ
とから、２層に分けた。上面の標高は、0.96～0.75ｍを測り、Ａ地点の南東部が最も低い。土層の厚さは、0.1ｍ
程度である。
　遺物は出土していない。遺構は、Ｂ地点において溝が確認された。本層における湿地環境を鑑みれば、水田の
耕作土を形成する土層と考えられる。本層の時期は周辺の調査地点の成果から弥生時代後期～古墳時代前期前葉
と考えられる。
＜10層＞（弥生時代後期）　明灰黄色粘質土で鉄分の沈着が顕著である。下層ほど砂を多く含み、４層に分ける
ことができる。＜10ｂ層＞は調査区全面に広がっているが、＜10ａ層＞は高位部に、＜10ｃ・10ｄ層＞は＜11層＞
の低位部に堆積し、起伏のある面を形成する。概して＜10ａ層＞はＡ地点北半に堆積している。上面の標高は、
北部で0.92ｍ、南東部で0.62ｍ、南西部で0.87ｍである。CHラインより南東へ向かって下がっていることが確認で
き、その高低差は0.3ｍ程度である。土層の厚さは、最も標高が高いＡ地点北部では0.41ｍであるが、低い南部や
Ｂ地点では0.15ｍ前後である。
　遺物は出土していない。遺構は、Ａ地点では焼土溜まりを、Ｂ地点では畦畔と考えられる帯状高まりを確認し
た。本層の時期は、周辺の調査地点の成果から弥生時代後期と考えられる。
＜11層＞（弥生時代）　黒灰色粘質土で植物の影響による腐植土層であると考えられる。Ａ地点南半でのみ確認
される。上面の標高は、Ａ地点の南東部で0.46ｍ、南西部で0.54ｍ、Ｂ地点では0.65ｍを測り、東部に向かって下
がる。遺物は出土していない。弥生時代後期以前の堆積層であり、旭川西岸の弥生時代早～前期に確認される「黒
色土」に対応する可能性が考えられる。
＜12層＞　黄褐色粘質土であるが、Ａ地点の北側では青灰色を呈する。上面の標高は0.53～0.39ｍを測る。上層の
＜11層＞と同様に南東に向かって下がる。遺物は出土していないが、弥生時代の基盤層と考えられる。
＜13層＞　灰色～暗灰色粘質土である。Ａ地点の南壁において確認できた。上面の標高は約0.3ｍを測る。遺物は
出土していないが、弥生時代の基盤層と考えられる。

ｃ．地形復元
　本調査地点における古地形は、弥生時代後期以前におけるＡ地点南東部が低い状態から古墳時代前期前葉には
平坦となって大きく変化するものの、それ以後の地形に大きな変化はない。ここでは上に示したデータから各時
期の地形について復元してみたい。
　弥生時代～古墳時代は＜11層＞～＜７層＞が相当する。＜12層＞段階ではＡ地点南東部が周囲に比べ0.1ｍ程低
い地形となっている。＜11層＞は、Ａ地点南東部にのみ認められ、＜12層＞の低位部に堆積する。土質から湿地
状を呈してたと考えられる。弥生時代後期の基盤層と考えられる＜10層＞も＜12層＞と同様の地形を呈する。Ａ
地点の北半には微高地が形成されて南部との高低差が0.3ｍ程となり、地形に大きな高低差が生まれている。＜９
層＞と＜８層＞は、＜10層＞の低位部に堆積する。特に＜９層＞は土質から湿地状を呈していた環境であったこ
とがうかがわれる。古墳時代前期前葉の＜７層＞になると、それ以前の地形の高低差は解消されるようになり、
標高1.07ｍ前後で平坦となる。その後、中世前半の＜６層＞～＜４層＞は、Ａ地点の北側よりも南側の方が若干
高くなっている。以前の地形とはその高低が逆転していることから、土地改変によって地形環境が大きく変化し
ている可能性がある。近世の＜３層＞では、若干北部が高くなり、南に向かって下がるものの、概ね平坦な地形
となっている。
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調査の記録

　検出面は＜10層＞～＜７層＞である。そ
の時期は、＜10層＞が弥生時代後期、＜９
層＞が弥生時代後期～古墳時代前期前葉、
＜７層＞が古墳時代前期前葉と考えられ
る。弥生時代後期では、Ａ地点で溝７条・
焼土溜まり、Ｂ地点では溝１条・帯状高ま
りである。古墳時代前期前葉になると、Ａ
地点では井戸２基・土坑７基・溝５条・小
区画溝群、Ｂ地点では溝３条である（図
10）。Ａ地点東半の弥生時代後期の溝と古墳
時代前期前葉の溝は、ほぼ同様の位置に構
築されていることから、これらの遺構には
高い連続性をうかがうことができる。
　以下、個別遺構の説明に当たっては、 
＜10層＞～＜７層＞検出遺構を合わせて記
載することとする。

註
⑴　ａ　松木武彦・山本悦世編　1997『鹿田遺跡４』岡山大学構内遺跡発掘調査報告書第11冊
　　ｂ　山本悦世編　2007『鹿田遺跡５』岡山大学構内遺跡発掘調査報告書第23冊
⑵　ａ　山本悦世編　2017『鹿田遺跡10』岡山大学構内遺跡発掘調査報告書第32冊
　　ｂ　山口雄治編　2018『鹿田遺跡12』岡山大学構内遺跡発掘調査報告書第34冊
⑶　光本　順　2011「１．学生サークル棟新営予定地」『紀要2011』岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
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弥生時代～古墳時代の遺構・遺物

ａ．井戸
井戸１（図11・12、図版１）
　CH56区に位置する。＜７層＞で検出した。上面の標高は0.9ｍ、底面は同−0.55ｍで、深さは1.45ｍを測る。平
面形は円形と考えられる。南北は1.42ｍで、東西は遺構西部に破壊を受けていることから1.2ｍが残存する。全体
として1.4ｍ程度の規模と考えられる。底面は直径0.5ｍ程度の円形を呈する。断面形は底面からほぼ垂直に立ち上
がった後に、標高0.4ｍ付近から緩やかに開口する。
　埋土は28層に分層し、４群にまとめることができる。１群は１～４層、２群は５～16層、３群は17～23層、４
群は24～28層である。１群は茶灰色を基調とする砂質土で、粘土ブロックを少量含む。２群は灰色を基調とする
砂質土である。５～７層は粘土ブロックと少量の焼土を含む。８・９層は少量の粘土ブロックに加えて多量の炭
を含む点が特徴的である。９層からは土器片も出土した。10～13層も粘土ブロック・焼土・炭などを含み、特に
11・13層には焼土が多く混じる。14～16層は粘土ブロックや炭が混じる。３群は、暗灰～黒灰色を基調とする粘
質土である。全体として粘土ブロックと炭・焼土が混じる。粘土ブロックの含有量は下層ほど減少しており、焼
土は上層の17・18層で確認される。炭は17～22層に含まれており、特に22層に多く土色が黒灰色を呈している。
４群は炭化植物層と暗灰色を基調とする粘質土であり、粘土ブロックが少量含まれる。28層の下面は砂層となっ
ている。28層の上面に完形の壺や甕（図12）が据え置かれていた。その上部には24層とした炭化植物層が堆積し、

木材片も出土している。
　以上の状況から、埋没過程を復元すると以下のよう
になる。井戸の廃棄に際して４群が投入される。28層
上面に壺・甕が据え置かれ、26・27層で埋められる。
24層の炭化植物層は、この段階で燃焼行為が行われた
ことを示唆するが、壁面にその痕跡は確認できなかっ
た。その後、全体に炭や焼土を含んだ粘質土（３群）
と砂質土（２群）が投入される。３・２群共に炭や焼
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１．淡茶灰色砂質土（褐色・灰色粘土ブロック○）
２．茶灰色砂質土（灰色粘土ブロック△）
３．暗茶灰色砂質土（灰色粘土ブロック○）
４．淡茶灰褐色砂質土（褐色・灰色粘土ブロック△）
５．淡灰茶褐色砂質土（褐色・灰色粘土ブロック○、焼土△）
６．淡灰色砂質土（褐色・灰色粘土ブロック◎、焼土○）
７．暗灰色砂質土（灰色粘土ブロック・焼土△、炭◎）
８．淡灰褐色砂質土（褐色粘土ブロック○）
９．暗灰色砂質土（灰色粘土ブロック・焼土・炭◎、土器○）
10．淡灰色砂質土（灰色粘土ブロック・焼土・炭△、土器○）
11．淡灰褐色砂質土（褐色・灰色粘土ブロック○、焼土◎、炭△）
12．灰褐色砂質土（灰色粘土ブロック・焼土○、炭△）
13．暗灰黒色砂質土（灰色粘土ブロック○、焼土◎、炭○、土器△）
14．灰黄褐色砂質土（褐色・灰色粘土ブロック○）
15．黄灰色砂質土（褐色・灰色粘土ブロック・炭○）
16．淡灰白色砂質土（灰色粘土ブロック◎、焼土・炭△）
17．暗灰色粘質土（灰色粘土ブロック○、焼土△、炭○）
18．黒灰色粘質土（灰色粘土ブロック・焼土・炭○）
19．淡黒灰色粘質土（灰色粘土ブロック・炭△）
20．暗灰色粘質土（灰色粘土ブロック△、炭○）
21．暗灰黒色粘質土（灰色粘土ブロック・炭○）
22．黒灰色粘質土（灰色粘土ブロック△、炭◎）
23．暗灰色粘質土（灰色粘土ブロック△）
24．炭化植物層
25．暗淡灰色粘質土（灰色粘土ブロック○）
26．暗淡灰色粘質土（灰色粘土ブロック△）
27．暗灰色粘質土（灰色粘土ブロック△）
28．暗灰色粘質土（暗灰色粘土ブロック・砂△）
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図11　井戸１（縮尺1/30）
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調査の記録

土が多量に含まれる層があるが、24層のような炭化植物が多量に含まれてはいないことから、燃焼行為があった
とは考えにくい。最終的に１群の砂質土で埋没が完了する。
　遺物は、コンテナ（28㍑/箱）３箱分で、壺・甕・鉢・高杯や板材・加工材といった木製品が出土した（図12）。
これらのほとんどは４群埋土から出土したものである。
　本井戸の時期は、出土遺物から古墳時代前期前葉に属すると考えられる。
井戸２（図13・14、図版２）
　CI57区に位置する。＜７層＞で検出した。上面の標高は0.93ｍ、底面は同−0.7ｍで、深さは1.63ｍを測る。平
面形は、南北1.6ｍ、東西1.85ｍの楕円形と考えられる。底面は直径0.54ｍ程度の円形を呈する。断面形は底面か
らほぼ垂直に立ち上がった後に、西側では標高0.3ｍ付近から緩やかに開口し、東側では同0.6ｍ付近に段をもちな
がら開口するＹ字形を呈する。
　埋土は31層に分層し、７群にまとめることができる。１群は１～４層、２群は５～14層、３群は15～21層、４
群は22～26層、５群は27～29層、６群は30層、７群は31層である。１群は暗灰茶褐色を基調とする砂質土である。

1

２

３
W2

W１

0 10㎝ ０ 10㎝

図12　井戸１出土遺物（縮尺1/4・1/6）

番号 種類・器種
法量（㎝）

残存状況 手法他 胎土 色調（内/外）
口径 底径 器高

1 土師器・壺 17.0 − 31.9 口1/3底1/3 （口）ハケ目後ヨコナデ、篦ミガキ（内）オサエ（外）ハケ目、篦ミガキ、煤 細砂 灰褐/暗灰褐
2 土師器・壺 15.4 − − 口・頸1/6 （内）ヨコナデ（外）篦ミガキ 微砂 橙白/橙灰～灰
3 土師器・甕 14.0 − 25.6 口1/4底1/1 （口）ヨコナデ（内）オサエ、ケズリ（外）櫛描沈線9条、ハケ目、焼成後穿孔、煤 微砂 暗灰褐/灰褐

番号 器種 残存長（㎝） 残存幅（㎝） 厚（㎝） 樹種 木取り 加工等
W1 板材 11.1 38.5 1.9 ヒノキ 柾目 上部中央に穿孔１ヵ所、端部にも隅丸方形のホゾ穴状の孔、上半は炭化
W2 杭状加工材 21.2 2.2 1.8～2.5 サカキ 丸木 樹皮を残す枝材を使用、上端欠損
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弥生時代～古墳時代の遺構・遺物

１・２層には特に砂質土ブロックと炭・焼土をよく含む。２群は灰茶褐色を基調とする砂質土（５～10層）と壁
際に堆積する黄褐色を基調とする砂質土（11～14層）である。両層ともに砂質土ブロックを含む。３群は灰褐色
を基調とする粘質土である。砂質土ブロックを全体的に含み、ところによって小礫や砂を含む。４群は暗灰褐色
を基調とする粘質土である。ブロックなどの包含物をあまり含まない。５群は暗灰色を基調とする粘質土である。
28層では植物片、29層では粘土ブロックや砂を含む。完形の土器（図14−２・３）を含む多くの土器と木製品な
どが出土した。６群は30層の粘質土ブロックを含む暗灰色砂層である。７群は31層の有機質を含む暗灰色粘質土
である。
　以上の状況から、埋没過程を復元すると以下のようになる。７・６群を投入した後に完形の甕２点を重ねて置
き、29・28層で埋められる。その上層の４群はブロックをあまり含まない土層であることから、比較的丁寧に埋
められた可能性がある。その後、ブロックをよく含む３・２群と、ブロック・炭・焼土を含む１群が投入され埋
没が完了する。なお、１群には炭と焼土が多く含まれているが、燃焼材や層理面における被熱痕跡などは確認で
きなかったため、燃焼行為があったとは考えにくい。
　遺物はコンテナ（28㍑/箱）３箱分で、壺・甕・高杯が出土した（図14）。完形の甕（図14−２・３）は４群か
ら出土したもので、上下に重ねて置かれていた。他に土製品として土錘、石製品として敲石、１㎏を超える板状
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１．暗灰褐色砂質土
　　（明黄白色砂質土ブロック◎、炭・焼土○、Mn◎）
２．暗茶褐色砂質土
　　（明灰色砂質土ブロック・炭・焼土・土器・Mn◎）
３．灰色粘質土（焼土◎、土器○、Mn◎）
４．灰茶褐色砂質土（明黄色砂質土ブロック○、Mn◎）
５．暗灰色砂質土（黄灰白色砂質土ブロック○、Mn◎）
６．暗灰褐色砂質土（黄灰白色砂質土ブロック○、Mn◎）
７．暗灰茶褐色砂質土（炭・焼土△、Mn◎）
８．明灰茶褐色砂質土（黄茶褐色砂質土ブロック○、Mn◎）
９．暗灰茶褐色砂質土（黄茶褐色砂質土ブロック○、Mn◎）
10．灰茶褐色砂質土
　　（明黄褐色砂質土ブロック△、炭・焼土○、Mn◎）
11．明黄茶褐色砂質土（暗灰褐色粘土ブロック○、Mn◎）
12．明黄褐色砂質土（暗灰褐色粘土ブロック○）
13．明灰茶褐色粘質土（砂○）
14．明黄褐色砂質土（灰白色砂質土ブロック・Fe○、Mn◎）
15．灰色粘質土（小礫△）
16．暗灰色粘質土（焼土・土器△）
17．暗灰色粘質土（土器○）
18．明灰色粘質土（淡黄白色砂質土ブロック・Fe◎）
19．灰色粘質土（暗灰色粘土ブロック△）
20．灰褐色粘質土（明黄褐色砂質土ブロック○）
21．灰褐色粘質土（砂○、土器△）
22．暗灰褐色粘質土（炭△）
23．灰黄茶褐色粘質土   
24．暗灰色粘質土
25．暗灰色粘質土（淡黄褐色砂質土ブロック○）
26．暗灰褐色粘質土（土器△）
27．灰褐色粘質土（土器△）
28．暗褐色粘質土（植物片○）
29．暗灰色粘質土（灰色粘土ブロック・砂○）
30．暗灰色砂（灰色粘土ブロック○）
31．暗灰色粘質土（有機物○）
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図13　井戸２（縮尺1/30）
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の礫などが出土した。
　本井戸の時期は、出土遺物から古墳時代前期前葉
に属すると考えられる。

ｂ．土坑
土坑１（図15、図版２）
　CJ58区に位置する。＜９層＞から掘り込まれてい
ることを調査区壁面で確認した。検出面は標高0.98
ｍ、底面は同0.78ｍで、深さは0.2ｍを測る。平面形
は、遺構北東部を残すのみではあるが、円形と考え
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図14　井戸２出土遺物（縮尺1/4）
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１．青灰色粘質土
　　（暗灰色粘土ブロック◎、焼土・炭○）
２．黄青色灰粘質土
　　（暗灰色粘土ブロック○）
３．暗黄灰色粘質土
　　（暗灰色粘土ブロック○、炭△）

図15　土坑１（縮尺1/30）

番号 種類・器種
法量（㎝）

残存状況 手法他 胎土 色調
口径 底径 器高

1 土師器・鉢 − − − − （口）ミガキ（内）ミガキ（外）ハケ目後ミガキ、煤 細砂 橙褐
2 土師器・甕 14.8 3.9 23.1 口1/1底1/1 （口）ヨコナデ（内）オサエ、篦ケズリ（外）櫛描沈線8条、ハケ目後ミガキ、煤 細砂 褐灰
3 土師器・甕 15.3 3.5 24.9 口1/1底1/1 （口）ヨコナデ（内）オサエ、篦ケズリ（外）櫛描沈線11条、ハケ目後ミガキ、煤 微砂 橙灰

番号 器種 残存長（㎝） 残存幅（㎝） 厚（㎝） 重量（ｇ） 形態・手法他 胎土 色調
T1 土錘 4.8 4.2 4.2 82.5 孔径1.5㎝（上）、1.3㎝（下）、ナデ 微砂 淡褐灰
T2 土錘 5.1 3.6 2.5 49.7 孔径0.8㎝（上・下）、ナデ 微砂 橙灰褐
T3 土錘 4.4 3.8 3.9 51.3 孔径1.1㎝（上）、ナデ 微砂 淡褐灰
T4 土錘 3.1 4.0 3.5 42.0 孔径0.9㎝（上）、ナデ 微砂 橙暗灰
T5 土錘 4.2 3.8 1.6 41.0 孔径1.1㎝（上）、ナデ 微砂 暗橙茶褐

番号 器種 残存長（㎝） 残存幅（㎝） 厚（㎝） 重量（ｇ） 石材 特徴
S1 敲石 8.4 6.8 5.8 530.9 斑れい岩 端部に敲打痕
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られる。残存値で東西0.5ｍ、南北0.55ｍを測る。
断面形は箱形を呈する。
　埋土は３層に分けられた。１層は青灰色粘質
土で、暗灰色粘土ブロック・焼土・炭を含む。
２・３層は黄灰色を基調とする粘質土である。
３層には炭が少量混じる。
　遺物は、土師器の小片が少数確認されるのみ
であるが、掘り込み面から本遺構の時期は古墳
時代前期前葉と考えられる。
土坑２（図16、図版３）
　CE56区に位置する。＜７層＞で検出した。 
検出面は標高1.05ｍ、底面は同1.0ｍで、深さは
0.05ｍを測る。平面形は、北および東半を破壊
されるが、円形と考えられる。残存値は、東西 
0.78ｍ、南北0.8ｍを測る。断面形は皿状を呈す
る。
　埋土は１層で、淡黄褐色砂質土である。遺物
は12号ポリ袋１／４袋分が出土した。甕や高杯
などの小片である。本遺構の時期は出土遺物か
ら古墳時代前期前葉と考えておきたい。
土坑３（図17、図版３）
　CG56区に位置する。＜７層＞で検出した。検
出面は標高1.03ｍ、底面は同0.96ｍで、深さは
0.07ｍを測る。平面形は、南半および東端部を
破壊されているが、円形と考えられる。残存値
は東西0.75ｍ、南北0.5ｍを測る。断面形は皿状
を呈する。
　埋土は１層で、黄灰褐色砂質土である。遺物
は、12号ポリ袋１／５袋分が出土したが、いず
れも小片であり時期を特定することはできなか
った。土錘が１点出土した。本遺構の時期は検
出面から古墳時代前期前葉と考えられる。
土坑４（図18、図版３）
　CG56区に位置する。＜７層＞から掘り込まれ
ていることを調査区壁面で確認した。検出面は
標高1.03ｍ、底面は同0.54ｍで、深さは0.49ｍを
測る。平面形は直径0.45ｍを測る円形である。
断面形は椀状を呈する。土坑として報告するが、
柱穴の可能性もある。
　埋土は４層に分けられた。１～３層は灰褐色
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１．明灰褐色砂質土
２．灰黄褐色砂質土
　　　（灰色粘土ブロック○）
３．暗灰褐色砂質土
　　　（明黄色粘土ブロック◎）
４．暗褐色粘質土
　　　（黄色粘土ブロック◎、焼土△）
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図18　土坑４（縮尺1/30）
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図16　土坑２・出土遺物（縮尺1/30・1/4）

番号 種類・器種
法量（㎝）

残存状況 手法他 胎土 色調
口径 底径 器高

1 土師器・高杯 − 13.4 − 底2/3 （内・外）ハ ケ 目、
円孔3ヵ所 微砂 橙褐

1.1m

1

0 1m

１．黄灰褐色砂質土

5
6
ℓ
よ
り
W
1
m

CGℓよりS1m

0 10㎝

T６

図17　土坑３・出土遺物（縮尺1/30・1/4）

番号 器種 残存長
（㎝）

残存幅
（㎝）

厚
（㎝）

重量
（ｇ） 形態・手法他 胎土 色調

T6 土錘 5.3 1.6 1.6 12.7 孔径0.5㎝（上・下）、オサエ、
ナデ、黒斑 微砂 橙灰褐
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は、黄灰色～淡黄灰色の粘質土で少量
の灰色粘土ブロックを含む。４層には
炭が少量混じる。
　遺物は、土師器小片が３点出土した。
本遺構の時期は出土遺物と切り合い関
係から古墳時代前期前葉と考えられ 
る。

ｃ．溝
　Ａ・Ｂ両地点において溝を検出した

（図10）。Ａ地点の北部・東半およびＢ
地点では南北方向、Ａ地点の南部では

の砂質土で、２・３層には粘土ブロックが含まれる。４層は暗褐色粘質土で粘土ブロック・焼土を含む。
　遺物は、12号ポリ袋１／８袋分が出土した。吉備型甕が確認されるが、ほとんど小片である。本遺構の時期は
出土遺物や掘り込み面から古墳時代前期前葉と考えられる。
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１．明灰褐色砂質土（炭△、Fe◎）
２．明灰橙褐色砂質土（Fe◎） 
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４．暗灰褐色粘質土（暗褐色粘土ブロック△）
５．灰茶褐色粘質土（暗褐色粘土ブロック△）
６．暗灰色粘質土（暗褐色粘土ブロック△）
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　　（灰色粘土ブロック○）
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　　（灰色粘土ブロック△）
４．淡黄灰色粘質土
　　（灰色粘土ブロック・炭△）
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図19　土坑５（縮尺1/30）

図20　土坑６（縮尺1/30） 図21　土坑７（縮尺1/30）

土坑５（図19、図版３）
　CH56区に位置する。＜７層＞で検出した。検出面は標高0.85ｍ、底面は
同0.39ｍで、深さは0.46ｍを測る。平面形は、直径0.61ｍを測る円形と考え
られる。断面形は椀状を呈する。
　埋土は８層に分けられた。１～３層は灰褐色を基調とする砂質土である。
４～６層は、暗灰褐色を基調とする粘質土で暗褐色粘土ブロックを含む。
７・８層は暗灰褐色・暗灰色の粘質土である。
　遺物は、12号ポリ袋１／８袋分が出土した。土師器を含むが小片である。
本遺構の時期は出土遺物と検出面から古墳時代前期前葉と考えられる。
土坑６（図20、図版３）
　CF56区に位置する。＜７層＞で検出した。検出面は標高1.05ｍ、底面は
同0.85ｍで、深さは0.2ｍを測る。平面形は、南半を破壊されているが、直
径0.76ｍを測る円形と考えられる。断面形は逆台形を呈する。
　埋土は３層に分けられた。１・２層は淡灰色を基調とする砂質土である。
３層も砂質土であるが、褐色粘土ブロックをよく含むことにより淡灰褐色
を呈する。
　遺物は、12号ポリ袋１袋分が出土した。製塩土器や甕を含むが小片であ
る。本遺構の時期は出土遺物から古墳時代前期前葉と考えられる。
土坑７（図21、図版４）
　CI57区に位置する。＜７層＞で検出した。検出面は標高1.05ｍ、底面は
同0.67ｍで、深さは0.38ｍを測る。平面形は、北西部を井戸２によって破壊
されているが、楕円形と考えられる。東西1.05ｍ、南北は残存値で0.57ｍを
測る。断面形は椀状と考えられる。
　埋土は４層に分けられた。１層は黄灰褐色粘質土で、黄灰色粘土ブロッ
クをよく含む。２層は灰褐色粘質土で灰色粘土ブロックを含む。３・４層
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東西方向に走る。溝が検出された＜10層＞では、Ａ地点の南東部が最も低い地形を呈することから、これらの溝
の多くは等高線に直行して走っているといえよう。同じく＜７層＞は概ね平坦ではあるが、Ａ地点東半の溝は 
＜10層＞段階のものと並行しており、継続的に利用されていた可能性がうかがえる。また、Ｂ地点においては 
＜９層＞・＜10層＞で溝が検出された。
溝１（図22、図版４）
　CE57区に位置する。＜10層＞で検出した。検出面は標高0.88ｍ、底面は同0.71ｍで、深さは0.17ｍを測る。傾き
はN0°であり、長さ1.5ｍほど確認された。幅は0.9ｍを測り、断面形は皿状を呈する。
　埋土は３層に分けられた。これらは橙茶褐色を基調とする砂質土である。１層は粘土ブロックと砂をよく含み、
２層は砂質土ブロックと炭を含む。
　遺物は、12号ポリ袋１／３袋分が出土した。甕・鉢・高杯を含むが小片である。本遺構の時期は検出面から弥
生時代後期と考えられる。
溝２（図22、図版４）
　CE57区に位置する。＜10層＞で検出した。検出面は標高0.8ｍ、底面は同0.71ｍで、深さは0.09ｍを測る。傾き
はN2.5°Wであり、長さ1.2ｍほど確認された。溝１に切られているため、幅が0.26ｍのみ残存する。断面形は椀状
を呈する。
　埋土は１層で灰黄褐色粘質土である。粘土ブロックと砂を含む。
　遺物は、12号ポリ袋１／３袋分が出土した。壺の破片である。本遺構の時期は出土遺物および切り合い関係か
ら弥生時代後期と考えられる。
溝３（図22、図版４）
　CE57区に位置する。＜10層＞で検出した。検出面は標高0.85ｍ、底面は同0.72ｍで、深さは0.13ｍを測る。傾き
はN24°Wであり、0.8ｍほど確認された。溝１に切られており、幅が0.5ｍのみ残存する。断面形は椀状を呈する。
　埋土は２層に分けられた。１層は橙茶褐色砂質土で、砂と炭を含む。２層は明橙灰色砂質土で、砂質土ブロッ
クと炭をよく含む。
　遺物は出土しなかった。本遺構の時期は切り合い関係から弥生時代後期と考えられる。
溝４（図22、図版４）
　CE57区に位置する。＜10層＞で検出した。検出面は標高0.85ｍ、底面は同0.75ｍで、深さは0.1ｍを測る。傾き
はN4.5°Eであり、0.7ｍほど確認された。溝３に切られているため、幅は0.37ｍのみ残存する。断面形は椀状を呈
する。
　埋土は１層で、淡灰
褐色砂質土で、粘土ブ
ロックと砂を含む。
　遺物は出土しなかっ
た。本遺構の時期は切
り合い関係から弥生時
代後期と考えられる。
溝５（図23、図版４）
　CJ56～58区に位置
する。＜10層＞で検出
した。中世の溝22ａに
切られており調査区の
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［溝１］
１．明橙茶褐色砂質土（明灰褐色粘土ブロック・砂◎、炭△、Fe◎）
２．橙茶褐色砂質土（淡黄褐色砂質土ブロック・砂・炭○、Fe◎）
３．明橙褐色砂質土（淡黄白色砂質土ブロック○、Fe◎）
［溝２］
１．灰黄褐色砂質土（灰色粘土ブロック△、砂○、Fe◎）
［溝３］
１．橙茶褐色砂質土（砂○、炭△、Fe◎）
２．明橙灰色砂質土（明黄褐色砂質土ブロック・炭・Fe◎）
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１．淡灰褐色砂質土（灰白色粘土ブロック・砂○、Fe◎）

図22　溝１・２・３・４断面（縮尺1/30）

［溝５ａ］

［溝５ｂ］

1ma

a’

1mb b’

1

２２

1

２２

１．灰褐色粘質土（黄灰色砂質土
　　ブロック○、焼土△、Mn◎）
２．灰褐色粘質土
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　　　（縮尺1/30）
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　CE～CF56区に位置する。＜10層＞
で検出した。検出面はａ断面で標高
0.94ｍ、ｂ断面で同0.86ｍ、底面はａ断
面で同0.8ｍ、ｂ断面で同0.66ｍ、深さ
は0.14～0.2ｍを測る。傾きはN15°Eで
あり、溝６と併走して直線的に調査区
外へ伸びるものと考えられる。幅は
0.63ｍを測り、断面は椀状を呈する。
　埋土は３層に分けられた。１層は淡
灰茶褐色砂質土、２層は灰色砂質土で、
砂を含む。３層は灰黄褐色砂質土で、
粘土ブロックと砂を少量含む。
　遺物は、12号ポリ袋１／３袋分が出
土した。甕と高杯を含むが小片である。
他に土錘が１点出土した。本遺構の時
期は検出面から弥生時代後期と考えら
れる。
溝８（図26、図版４）
　CI57区に位置する。＜９層＞で検出
した。検出面は標高0.96ｍ、底面は同
0.79ｍで、深さは0.17ｍを測る。傾きは
N73°Wであり、1.1ｍ程確認された。直
線的に伸びていると考えられるが、調
査区東側では検出されなかった。幅は

東西に分断されているが、走行方向および断面形状から同一の溝と判断し、西側を溝５ａ、東側を５ｂとして報
告する。検出面はａ断面で標高0.96ｍ、Ｂ断面で同0.91ｍ、底面はａ断面で同0.86ｍ、Ｂ断面で同0.76ｍ、深さは
0.1～0.15ｍを測る。東に向かって傾斜する。傾きはN65.5°Wであり、湾曲しながらも直線的に調査区外へ伸びて
いるものと考えられる。幅は0.3ｍを測り、断面形は椀状を呈する。
　埋土は２層に分けられた。１層は灰褐色粘質土で黄灰色砂質土ブロックや焼土を含む。２層は灰褐色粘質土で
ある。
　遺物は、12号ポリ袋１／８袋分が出土した。ほとんどが甕の破片である。本遺構の時期は検出面から弥生時代
後期と考えられる。
溝６（図24、図版４）
　CE～CF56区に位置する。＜10層＞で検出した。検出面は標高0.92ｍ、底面は同0.76ｍで、深さは0.16ｍを測る。
傾きはN12°Eであり、直線的に調査区外へ伸びるものと考えられる。幅は0.57ｍを測り、断面形は椀状を呈する。
　埋土は３層に分けられた。１層は明灰茶褐色砂質土、２層は灰黄茶褐色砂質土、３層は明灰橙褐色砂質土であ
り、いずれも砂質土ブロックを含む。３層のみ鉄分の沈着が多い。
　遺物は、12号ポリ袋１／３袋分が出土した。甕・鉢・高杯を含むが小片である。他に土錘が２点出土した。本
遺構の時期は検出面から弥生時代後期と考えられる。
溝７（図25、図版４）
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図24　溝６断面・出土遺物（縮尺1/30・1/4）
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図25　溝７断面・出土遺物（縮尺1/30・1/4）

番号 器種 残存長
（㎝）

残存幅
（㎝）

厚
（㎝）

重量
（ｇ） 形態・手法他 胎土 色調

T7 土錘 3.5 3.8 3.7 56.1 孔径1.1㎝（上）、オサエ、ナデ、黒斑 微砂 灰褐
T8 土錘 3.6 4.2 4.1 74.5 孔径1.1㎝（上）、オサエ、ナデ、黒斑 微砂 灰褐

番号 器種 残存長
（㎝）

残存幅
（㎝）

厚
（㎝）

重量
（ｇ） 形態・手法他 胎土 色調

T9 土錘 4.0 3.6 3.7 63.6 孔径0.9㎝（上）、1.2㎝（下）、オサエ、ナデ 微砂 淡灰橙
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弥生時代～古墳時代の遺構・遺物

0.54ｍを測り、断面形は椀状を呈する。
　埋土は４層に分けられた。１・２層は灰褐色を基調とする粘質土で、灰色粘
土ブロックを含む。３・４層は灰色を基調とする粘質土である。
　遺物は、高杯片が少量出土した。本遺構の時期は出土遺物から古墳時代前期
前葉と考えられる。
溝９（図27、図版４）
　CF57区に位置する。＜７層＞で検出した。検出面は標高0.93ｍ、底面は同0.73
ｍで、深さは0.2ｍを測る。傾きはN104°Eであり、長さ2.6ｍ程確認された。直

　CF・CG57区に位置する。＜７層＞で検出した。検出面は標高0.99ｍ、底面はａ断面で同0.84ｍ、ｂ断面で同0.81
ｍ、深さは0.14～0.18ｍを測る。傾きN6°Eの溝であり、CGライン付近では西へ、CHライン付近では東へ流れる。
幅はａ断面で0.76ｍ、ｂ断面で0.91ｍを測り、断面形は皿状を呈する。
　埋土は５層に分けられた。１・２層は灰褐色を基調とする砂質土で、灰色系の粘質土ブロックを含む。３層は
暗灰色砂質土で黄灰色粘土ブロックをよく含む。４層は灰色粘質土で黄灰色粘土ブロックを含む。これらの埋土
中には小礫が多く含まれていた。
　遺物は、12号ポリ袋１袋分が出土した。壺・甕・高杯を含むが小片である。他に土錘が３点出土した。
　本遺構の時期は検出面および出土遺物から古墳時代前期前葉と考えられる。

墳時代初頭と考えられる。
溝10（図28、図版４）
　CF57区に位置する。＜７層＞で検出した。検出面は標高1.05ｍ、底面は
同0.95ｍで、深さは0.1ｍを測る。傾きN19°Eの溝であり、溝11に切られて
いる。幅は0.42ｍを測り、断面形は椀状を呈する。
　埋土は３層に分けられた。１層は淡灰白褐色砂質土で、２・３層は灰黄
色を基調とする砂質土である。いずれも砂質土ブロックを少量含む。
　遺物は、12号ポリ袋１／６袋分が出土した。甕・高杯を含むが小片であ
る。本遺構の時期は出土遺物から古墳時代前期前葉と考えられる。
溝11（図29、図版４）

線的に伸びていると考えられる
が、調査区東側では検出されなか
った。幅は0.76ｍを測り、断面形
は逆台形を呈する。
　埋土は３層に分けられた。１・
２層は灰褐色を基調とする粘質
土、３層は暗灰色粘質土で、いず
れも灰色粘土ブロックを含む。
　遺物は、12号ポリ袋１／３袋分
が出土した。壺・甕・高杯を含む
が小片である。他に砥石も出土し
た。
　本遺構の時期は出土遺物から古

1ma a’1

２３３

４４

0 1m

１．明灰褐色粘質土（灰色粘土ブロック○）
２．灰褐色粘質土（灰色粘土ブロック△）
３．灰色粘質土（黄灰色粘土ブロック△）
４．明灰色粘質土（砂△）

図26　溝８断面（縮尺1/30）

1ma a’

1２
３

0 1m

１．灰褐色粘質土（灰色粘土ブロック○）
２．黄灰褐色粘質土（灰色粘土ブロック○）
３．暗灰色粘質土（灰色・暗灰色粘土ブロック○）

0 10㎝

1

Ｓ2

図27　溝９断面・出土遺物（縮尺1/30・1/4）

1.1ma a’1
２
３３

0 1m

１．淡灰白褐色砂質土（褐色砂質土ブロック△）
２．淡灰黄色砂質土（淡黄色砂質土ブロック△）
３．暗灰黄色砂質土（淡黄色砂質土ブロック△）

図28　溝10断面（縮尺1/30）

番号 種類・器種
法量（㎝）

残存状況 手法他 胎土 色調
口径 底径 器高

1 土師器・高杯 − − − 底1/6 （内）ナデ（外）ハケ目後ミガキ、円孔
4ヵ所 微砂 暗橙灰

番号 器種 残存長（㎝）残存幅（㎝） 厚（㎝） 重量（ｇ） 石材 特徴
S2 砥石 6.5 4.0 3.8 170 砂質ホルンフェルス 上面に擦痕
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るが、断面が緩く立ち上がることから溝と判断した。傾きはN19°Eである。幅は1.46ｍを測り、断面は皿状を呈
すると考えられる。
　埋土は６層に分けられた。１・２層は灰褐色を基調とする砂質土で、褐色粘土ブロックを含む。３・４層は灰
黄色を基調とする砂質土で灰色粘質土ブロックを含む。５・６層は茶褐色を基調とする粘質土で、６層では少量
の炭を含む。
　遺物は、12号ポリ袋１／５袋分が出土した。甕・鉢・高杯を含むが小片である。
　本遺構の時期は出土遺物から古墳時代前期前葉と考えられる。
溝14（図32、図版５）
　CK61・62区に位置する。＜10層＞から掘り込まれていることを調査区壁面で確認した。検出面は標高0.79ｍ、
底面は同0.68ｍで、深さは0.11ｍを測る。傾きはN97°Eであり、調査区外へ直線的に伸びている。幅は0.44ｍを測
り、断面形は皿状を呈する。調査区西壁では本溝の北側0.15ｍに溝状の落ち込みが確認できた。攪乱によって詳
細を確かめることはできなかったが、この落ち込みが溝である場合、本遺構は畦畔に伴う溝の可能性が考えられ
る。
　埋土は３層に分けられた。１層は黄褐色粘質土、２層は黄灰色粘質土で、両層ともに灰色粘土ブロックを含む。

溝12（図30、図版５）
　CK61・62区に位置する。 
＜７層＞から掘り込まれてい
ることを調査区壁面で確認し
た。検出面は標高0.94ｍ、底
面は同0.76ｍで、深さは0.18ｍ
を測る。傾きはN20°Wであ
り、調査区外へ直線的に伸び
ている。幅は0.5ｍを測り、断
面形は椀状を呈する。
　埋土は４層に分けられた。
１・２層は灰褐色を基調とす
る粘質土、３層は暗黄灰色粘
質土、４層は暗灰色粘質土で
あり、いずれの層も灰色粘土
ブロックを含む。
　遺物は出土しなかった。本
遺構の時期は検出面から古墳
時代前期前葉と考えられる。
溝13（図31、図版５）
　CE57区に位置する。＜10 
層＞で検出した。検出面は標
高0.89ｍ、底面は同0.54ｍで、
深さは0.35ｍを測る。端部か
ら0.96ｍほどしか確認できな
かったため土坑の可能性もあ

1.1mb b’
1.1ma a’1２

３
４４

1 ２
３

４４

0 1m

１．淡青灰褐色砂質土（灰色粘土ブロック○）
２．淡黄灰褐色砂質土（黄灰色粘土ブロック○）
３．暗灰色砂質土（黄灰色粘土ブロック◎）
４．灰色粘質土（黄灰色粘土ブロック・小礫○）

0 10㎝
T11

T12
T10

図29　溝11断面・出土遺物（縮尺1/30・1/4）

1ma a’1
２２ ３

４４

１．黄灰褐色粘質土（灰色粘土ブロック○）
２．灰褐色粘質土（灰色粘土ブロック○）
３．暗黄灰色粘質土（灰色粘土ブロック○）
４．暗灰色粘質土（灰色粘土ブロック○）

0 0.5m

図30　溝12断面（縮尺1/30）

1ma a’

1
２ ３

４５
６

１．暗灰褐色砂質土（褐色粘土ブロック○）
２．黄灰褐色砂質土（褐色粘土ブロック△）
３．明灰黄色砂質土（灰色粘土ブロック○）　
４．明淡黄灰色砂質土（灰色粘土ブロック△）
５．明茶褐色粘質土
６．緑灰茶褐色粘質土（炭△）

0 1m

図31　溝13断面（縮尺1/30）

番号 器種 残存長（㎝） 残存幅（㎝） 厚（㎝） 重量（ｇ） 形態・手法他 胎土 色調

T10 土錘 4.1 4.0 3.8 76.9 孔径1.7㎝（上）、1.3㎝（下）、オサエ、
ナデ 微砂 灰褐

T11 土錘 5.7 1.8 1.7 17.6 孔径0.4㎝（上・下）、オサエ、ナデ、煤 微砂 灰褐
T12 土錘 4.9 1.1 1.0 6.2 孔径0.5㎝（上・下）、ナデ 微砂 淡橙灰
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弥生時代～古墳時代の遺構・遺物

３層は灰色粘質土である。
　遺物は出土しなかった。本遺構の時期は検出面から弥生時代後
期と考えられる。
溝15・16（図33、図版５）
　CK61・62区に位置する。＜９層＞で検出した。溝15の検出面は
標高0.92ｍ、底面は同0.81ｍで、深さは0.11ｍを測る。幅は0.3ｍで
断面は椀状を呈する。埋土は３層で、灰色系の粘質土である。
　溝16の検出面は標高0.9ｍ、底面は同0.82ｍで、深さは0.08ｍを
測る。幅は0.3ｍで断面は椀状を呈する。埋土は３層で、灰色を基
調とする粘質土である。
　これらの溝は傾きN76°Eであり、0.5ｍ程離れて並行に走ってい
ることから、その間には畦畔の存在が想定されるものの、両溝の
間隔が一定でないこともありその評価は確定できない。遺物は出
土しなかったが、検出面から本遺構の時期は弥生時代後期～古墳
時代前期前葉と考えられる。

ｄ．耕作関連遺構
帯状高まり（図33、図版５）
　CK61・62区に位置する。この高まりは＜10 
層＞上面に北東−南西方向に形成されており、
溝12・15・16に切られる。両脇には＜９層＞が、
上部には＜７層＞が堆積する。
　高まりは、上面の標高が0.92ｍ、下面が0.8ｍ
であり、高さは0.12ｍを測る。幅は0.5ｍ程度で
ある。＜10層＞上面に１～６層を盛って構築さ
れている。灰色を基調し、灰褐色～黄灰色を呈
する粘質土であり、黄灰色粘土ブロックを含む。
＜10層＞に由来する土を盛ったものと考えられ
る。６層に細分できることから、数段階にわた
り構築・補修された可能性が考えられる。本遺
構は畦畔の可能性がある。
　遺物は出土しなかったが、検出面から本遺構
の時期は弥生時代後期以前と考えられる。
小区画溝群（図34、図版６）
　CI・CJ56区に位置する。＜７層＞で検出し
た。検出面は標高1.0ｍである。東西・南北に走
る幅0.2～0.25ｍ程、深さ0.06～0.1ｍ程、断面椀
形の溝によって東西0.55ｍ、南北1.1ｍ以上の不
整長方形に空間が区画される。溝はａとｂは接
続するものの、ｃとは接続しない。検出された

1ma a’

1 ２ ３４
５５６６

７ ８

９
1011

12

帯状高まり溝15 溝16

＜９＞ ＜９＞

１．灰褐色粘質土（黄灰色粘土ブロック○）
２．淡灰色粘質土（黄灰色粘土ブロック○）
３．淡黄灰色粘質土（黄灰色粘土ブロック○）
４．黄灰色粘質土（黄灰色粘土ブロック◎）
５．淡黄灰色粘質土
６．灰色粘質土（暗灰色粘土ブロック○）
７．淡灰褐色粘質土（黄灰色砂質土ブロック○）
８．灰褐色粘質土（灰色粘土ブロック○）
９．淡灰色粘質土
10．暗灰褐色粘質土（黄灰色砂質土ブロック○）
11．灰褐色粘質土（黄灰色砂質土ブロック○）
12．淡灰色粘質土

0 1m

帯状高まり

溝15

溝16

図33　帯状高まり・溝15・16断面（縮尺1/30）

1.1m

1 ２ ３
４

0 1m

１．淡灰茶褐色砂質土（淡黄白色砂質土ブロック○、灰色粘土ブロック△）
２．淡灰茶褐色砂質土（淡黄白色・明灰白色砂質土ブロック◎）
３．灰茶褐色砂質土（砂△）
４．灰褐色砂質土（砂△）

C
Jℓ

56ℓよりW2m

溝a 溝ｃ溝b

図34　小区画溝群（縮尺1/30）

0.9ma a’

1
２２

３３

１．黄褐色粘質土（灰色粘土ブロック○）
２．黄灰色粘質土（灰色粘土ブロック○）
３．灰色粘質土

0 0.5m

図32　溝14断面（縮尺1/30）
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範囲は２×1.6ｍと狭いものの、調査区東・南壁面覧察からは溝ａとｃの外側にも展開している可能性が高い。
　溝の埋土は１～２層で、砂やブロックを少量含む淡灰茶褐色砂質土～灰茶褐色砂質土である。遺物は、12号ポ
リ袋１／８袋分が出土した。甕や高杯を含むが小片である。本遺構の時期は出土遺物と検出面から古墳時代前期
前葉と考えられる。
　本遺構は畠の可能性を考え、断面の軟Ｘ線観察および花粉、プラント・オパール分析を実施した。軟Ｘ線分析
では攪乱によって土壌構造が十分に観察できず、花粉、プラント・オパール分析ではイネやジュズダマ属の植物
珪酸体が検出されたものの、その量は少なかったため、畠であると断定することはできなかった（本巻自然科学
的分析参照）。しかし、溝によって区画された空間が連続的に配置される点は、畠を想起させるものであり、ここ
では耕作関連遺構に含めて報告した。今後、その評価を慎重に行っていく必要があろう。

ｅ．焼土溜まり
　CE56区に位置する。＜10層＞から掘り込まれていることを調査区断面から確認した。検出面は標高1.0ｍ、底
面は同0.87ｍで、深さは0.13ｍを
測る（図35、図版５）。遺構東半
部は調査区外であるが、平面形
は不整楕円形と考えられる。東
西1.1ｍ以上、南北は2.2ｍを測
る。断面形は浅い皿状を呈す 
る。
　埋土は１層で、焼土をよく含
む砂質土である。焼土の分布に
は粗密が認められ、南半に偏在
している。本遺構の底面や側面
に被熱痕跡などは確認できなか
った。遺物は出土していない。
　本遺構は焼土などを廃棄した
土坑の可能性があり、掘削面か
ら弥生時代後期と考えられる。

第３節　古代の遺構・遺物

　＜６層＞に対応する遺構群であり、土坑１基を検出した（図36）。検出できたのはＡ地点の西部のみであり、極
めて遺構密度が稀薄といえる。

ａ．土坑
土坑８（図37・図版８）
　CF57区に位置する。＜10層＞で検出した。検出面は標高0.91ｍ、底面は同0.3ｍで、深さは0.61ｍを測る。平面
形は楕円形で、東西1.52ｍ、南北1.04ｍを測る。断面形は逆台形を呈する。

10点以上

5~9点

5点未満

10㎝メッシュ内に
おける焼土数

1m

１．明灰茶褐色砂質土（焼土◎）

0 2m

1

C
Fℓ
よ
り

N
1
m

56ℓよりW1m

図35　焼土溜まり（縮尺1/30）
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古代の遺構・遺物

　埋土は５層に分けられた。中世の土層とは異なり、全体的に砂の含有量が少ない。１～４層は粘土ブロックを
含む砂質土で、上層の１～３層は灰褐色を基調とし、４層は明黄褐色を呈する。５層は暗灰色粘質土で粘土ブロ
ックをよく含む。
　遺物は、12号ポリ袋１／２袋分が出土した。須恵器片を含む。本遺構の時期は出土遺物から９世紀と考えられ
る。

第４節　中世前半の遺構・遺物

　検出面は＜５層＞・＜４層＞であり、両層ともに中世前半に属する。井戸１基・土坑５基・溝10条が中世前半
の遺構として認識できたが、土坑１基とピット群については中世としか判断できなかった（図38）。また中世後半
の遺構は確認できなかった。本調査地点では、中世後半の遺構が稀薄と考えられることから、遺構出土遺物が少
数であっても、吉備系土師器椀等の破片が出土している場合は、その遺構の時期を中世前半と判断した。
　13世紀前葉では、東西方向に走る溝17と南北方向に走る溝18による区画が特徴的である。その後、大型の溝 
22ａ・ｂによって区画され、14世紀まで継続する。これらの溝は、本調査地点の北側約50ｍにある第７次調査地
点の溝20～23に接続すると考えられ、屋敷地の区画をなす。南北に走る溝22ａの両側には、井戸や土坑があるこ
とからも屋敷地の存在が示される。区画の規模は、東西に走る第７次調査地点の溝20～23と本調査地点の溝22ｂ
間の距離が南北約57ｍで、約１／２町であることが明らかとなった。
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図36　古代遺構全体図（縮尺1/300）
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１．淡灰褐色砂質土（褐色粘土ブロック○）
２．灰褐色砂質土（褐色粘土ブロック◎）
３．暗灰褐色砂質土（褐色粘土ブロック○）
４．明黄褐色砂質土（灰色粘土ブロック○）
５．暗灰色粘質土（灰色粘土ブロック◎）
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図37　土坑８・出土遺物（縮尺1/30・1/4）

番号 種類・器種
法量（㎝）

残存状況 手法他 胎土 色調
口径 底径 器高

1 須恵器・蓋 16.4 − − 1/3 （内）ナデ（外）篦ケズリ、ナデ、篦記号か 微砂 暗灰
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ａ．井戸
井戸３（図39～42、図版７）
　CG57・58区に位置する。＜10層＞で検出した。新
段階と古段階の２段階がある。ただし、古段階の埋
土は新段階の裏込めの可能性もある。古段階では、
検出面は標高0.9ｍであるが、埋土の標高は1.15ｍま
である。底面の標高は−0.65ｍであることから、本
遺構の深さは少なくとも1.8ｍ以上である。平面形
は、新段階によって破壊を受けているため定かでは
ないが、方形の可能性が考えられる。断面形は、底
部から直線的に立ち上がる。
　埋土は18層に分層し、５群にまとめることができ
る。１群は31・32層、２群は33～36層、３群は37～
39層、４群は40～43層、５群は44～48層である。１
群は、灰褐色を基調とする砂質土で粘土ブロックや
砂を含む。２群は、淡灰色を基調とする粘質土であ
る。３群は灰褐色を基調とする粘質土で、砂や炭・
焼土を含む点が特徴である。４群は灰色を基調とす
る粘質土で、粘土ブロックや砂を含む。５群は暗灰
色を基調とする粘質土で、粘質土ブロックや砂を含
む。また46層には有機物が含まれる。
　遺物は吉備系土師器椀の小片が数点出土したのみ
である。
　新段階では、検出面は標高1.15ｍであり、底面は
同−0.96ｍ、深さは2.11ｍを測る。平面形は東西1.7
ｍ、南北1.7ｍの隅丸方形を呈する。底面も同様に隅
丸方形であり、東西1.73ｍ、南北1.62ｍを測る。東側
はオーバーハングする。断面形は、底面からほぼ垂
直に立ち上がるが、東側は古段階の埋土の影響であ
ろうか緩い凹凸をもって立ち上がる。底面中央部や
や東寄りには曲物が据え置かれており、その周囲に
は人頭大の礫が平坦な面を上にした状態で３点出土
した。これらの礫はその中心点から0.7～0.8ｍ離れて
置かれている。本来は南東部にも礫が存在し、井戸
枠の礎石として方形に配置されていたものと考えら
れる。
　埋土は30層に分層し、６群にまとめることができ
る。１群は１～７層、２群は８～11層、３群は12～
18層、４群は19～26層、５群は27～29層、６群は30
層である。１群は淡灰色を基調とする砂質土で、１・
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CGℓ
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【新段階】
１．明灰色砂質土（青灰色粘土ブロック○）
２．淡灰色砂質土（青灰色粘土ブロック○）
３．淡青灰色砂質土（暗灰色粘土ブロック・砂○）
４．淡青灰褐色砂質土（暗灰色粘土ブロック・砂○）
５．青灰色砂質土（暗灰色粘土ブロック・砂○）
６．灰色砂質土（暗灰色粘土ブロック・砂△）
７．灰褐色砂質土（暗灰色粘土ブロック△、砂○）
８．淡灰色粘質土（暗灰色粘土ブロック○）
９．淡灰褐色粘質土（炭・焼土△）
10．青灰色粘質土
　　（暗灰色粘土ブロック・砂・焼土△）
11．灰褐色粘質土
　　（暗灰色粘土ブロック△、砂○、焼土△）
12．緑灰色粘質土（暗灰色粘土ブロック○）
13．青灰色粘質土
　　（暗黄灰色粘土ブロック○、炭△）
14．暗緑灰色粘質土（粗砂○）
15．灰色粘質土
　　（暗青灰粘土ブロック○、砂・炭△）
16．暗灰色粘質土
　　（暗黄灰色粘土ブロック△、有機物○）
17．暗淡灰色粘質土
　　（暗黄灰色粘土ブロック・有機物○、砂◎）
18．暗灰色粘質土
　　（暗黄灰色粘土ブロック・有機物○、砂◎）
19．灰色粘質土
　　（暗黄灰色粘土ブロック・砂○）
20．緑灰色粘質土（黄灰色粘土ブロック◎）
21．暗緑灰色粘質土（暗灰色粘土ブロック◎）
22．暗緑灰色粘質土（暗黄灰色粘土ブロック○）
23．暗青灰色粘質土（黄灰色粘土ブロック◎）
24．暗緑灰色粘質土
　　（黄灰色粘土ブロック◎、有機物○）
25．暗灰色粘質土
　　（黄灰色粘土ブロック・有機物○）
26．暗淡灰色粘質土
　　（灰色砂質土ブロック◎、砂・有機物○）
27．黒灰色粘質土
　　（灰色粘土ブロック・有機物・炭○）
28．黒淡灰色粘質土
　　（灰色粘土ブロック△、有機物○）
29．黒灰色粘質土（灰色粘土ブロック・砂○）
30．黒灰色粘質土

【古段階】
31．明灰色砂質土
　　（暗灰色粘土ブロック・粗砂○）
32．灰褐色砂質土（暗灰色粘土ブロック◎）
33．灰色粘質土
34．淡青灰色粘質土
35．淡灰色粘質土
36．淡灰褐色粘質土
37．灰褐色粘質土（炭○、焼土△）
38．暗淡灰褐色粘質土（炭△、砂◎）
39．暗灰褐色粘質土（砂○）
40．灰色粘質土（黄灰色粘土ブロック◎、砂○）
41．暗灰色粘質土（黄灰色粘土ブロック・砂○）
42．暗淡灰色粘質土
　　（黄灰色粘土ブロック◎、砂△）
43．灰色粘質土（黄灰色粘土ブロック◎）
44．暗灰色粘質土（砂○）
45．灰色粘質土
　　（暗青灰色粘土ブロック・粗砂○）
46．暗灰色質土
　　（暗灰色粘土ブロック・有機物○）
47．灰色粘質土（暗灰色粘土ブロック○）
48．暗灰色粘質土（暗灰色粘土ブロック○）
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図39　井戸３（縮尺1/30）
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図40　井戸３出土遺物１（縮尺1/4・1/6）

番号 種類・器種
法量（㎝）

残存状況 手法他 胎土 色調
口径 底径 器高/厚

1 土師器・椀 9.4 − − 口1/5 （内・外）ヨコナデ 微砂 淡橙白褐
2 須恵質・平瓦 − − 2.6 − （内）布目痕（外）格子目タタキ後ヨコナデ 細砂 灰白

番号 器種 残存長（㎝） 残存幅（㎝） 厚（㎝） 樹種 木取り 加工等
W3 井戸枠立板 71.5 11.2 0.5～1.1 スギ 板目 木口平坦、平滑な仕上げ
W4 井戸枠立板 61.8 9.4 1.3～2.0 スギ 板目 下端に左右対称の抉り、木口平坦
W5 井戸枠立板 66.5 11.8 0.6～1.6 スギ 板目 下端に左右対称の抉り、木口平坦
W6 井戸枠立板 43.4 13.0 0.9～1.8 スギ 板目 下端に左右非対称な抉り（右側が大きく抉られる）、木口平坦
W7 井戸枠立板 38.7 11.0 0.9～1.5 スギ 板目 下端に抉り（左右非対称であり、位置も異なる）、木口平坦
W8 井戸枠桟木 81.5 7.1 2.0～2.5 スギ 板目 中央に片側だけの抉り、両木口をホゾ状に加工
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２層には青灰色粘土ブロックを含み、３～７層には暗灰色粘土ブロックと砂が含まれる。２群は灰褐色を基調と
する粘質土で、粘土ブロックと砂に加えて、炭や焼土を少量含む。３群は灰色～暗灰色を基調とする粘質土で、
粘土ブロック・砂・炭を含む。16～18層は土坑状に落ち込み、土器小片や有機物などが少量含まれている。４群
は暗緑灰色～暗灰色を基調とする粘質土であり、粘土ブロックと砂を含む。24～26層では、上記に加えて有機物
を含む。５群は黒灰色粘質土であるが、包含物の差異によって分けられる。28層は粘土ブロックと有機物を含む

が、27層はこれらに加えて土器片や
炭を少量含む。６群は黒灰色粘質土
単層である。本井戸の底面に据えて
ある曲物の中と周囲に堆積している
もので、構築段階の土層と考えられ
る。曲物の周囲にある礎石と考えら
れる人頭大の礫が本層の上に置かれ
ている点も、30層が構築段階の土層
であることを示していよう。
　曲物および３点の礎石は、新段階
の掘り方の中央に位置しているわけ
ではなく、東に寄って配される。そ
のため、東側は礫が壁面にほとんど
接するのに対し、西側では幅広く残
っており、余掘り部分が大きい。
　なお、冒頭でも述べたように、古
段階の埋土は新段階の裏込めである
可能性も考えられる。それは、曲物
や礎石が新段階の中央部に配されて
いないこと、および西側の余掘りの
幅が広いことによる。前者では、古
段階も含めた掘り方を考えれば曲物
などはおよそ中央部に位置し、後者
では、井戸の廃棄に際した井戸枠材
の抜き取り等に伴う掘り返しによっ
て生じたとも考えられる。本井戸で
は、時間差の他にこうした可能性も
残す。
　遺物は、コンテナ（28㍑/箱）３箱
分であるが、ほとんどが井戸枠に用
いられた板材であり、土器片は極め

曲物本体

0 20㎝ W9

図41　井戸３出土遺物２（縮尺1/6）

番号 器種 残存長（㎝） 残存幅（㎝） 厚（㎝） 樹種 木取り 加工等

W9 曲物 51.5 49.6 35.1 スギ 柾目 2枚合わせ、箍の厚さ4㎜、内面ケズリ、ケビキ、内面下端に補強材を4枚まわし、ヒモで固
定、穿孔2つ1組で8ヵ所、全面10段以上の樹皮綴じ
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て少量であった（図40～42）。完形の曲
物（図41）には、その底部内側に補強
材として箍が４重に回されており、ア
サ類と思われるヒモによって固定され
ていた。曲物内からは他に箍が３枚出
土しており（図42）、これらも補強材で
あったと考えられる。井戸枠の立板や
桟木（図40−Ｗ３～８）は曲物（図41）
の上部に倒れ込むような状態で出土し
た。本井戸は、礎石の配置から方形縦
板組の井戸枠が設置された、方形の井
戸であったと考えられる。
　本井戸の時期は、出土遺物から14世
紀代と考えられる。

ｂ．土坑
土坑９（図43、図版８）
　CG58区に位置する。＜10層＞で検出
した。検出面は標高0.72ｍ、底面は同
0.5ｍで、深さは0.22ｍを測る。平面形
は、遺構西部が調査区外へ伸びるもの
の、長方形と考えられる。東西1.71ｍ
以上、南北0.93ｍを測る。断面形は逆
台形を呈する。溝19・25に切られる。
　埋土は６層に分けられた。１層は、明緑灰褐色砂質土で灰色粘
土ブロックを含む。２～４層は灰褐色を基調とする粘質土であり、
黄灰色粘土ブロックや砂を含む。５・６層は、暗青灰色・灰色粘
質土で、６層では包含物をあまり含まない。
　遺物は、12号ポリ袋１袋分が出土した。吉備系土師器椀・皿・
鍋などが確認されるが、ほとんど小片である。本遺構の時期は出
土遺物から12世紀末～13世紀初頭と考えられる。
土坑10（図44・45、図版８）
　CG・CH57区に位置する。＜10層＞で検出した。検出面は標高
0.85ｍ、底面は同0.56ｍで、深さは0.29ｍを測る。平面形は、南西
部を一部破壊されるが、方形と考えられる。東西1.08ｍ、南北1.3
ｍを測る。断面形は逆台形を呈する。
　埋土は８層に分けられた。１・２層は、淡灰色・淡灰褐色を呈
する砂質土で、共に褐色粘土ブロックを含む。３～６層は灰褐色
を基調とする砂質土であり、包含物をあまり含まない。７・８層
は、灰色を基調とする粘質土で、土坑底面と壁面に薄く堆積して
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１．明緑淡褐色砂質土（灰色粘土ブロック○）
２．淡灰褐色粘質土（砂◎）
３．灰褐色粘質土（黄灰色粘土ブロック・砂○）
４．暗灰褐色粘質土（砂△、Fe◎）
５．暗青灰色粘質土（灰色粘土ブロック○）
６．灰色粘質土
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図43　土坑９・出土遺物（縮尺1/30・1/4）

番号 種類・器種 法量（㎝） 残存状況 手法他 胎土 色調口径 底径 器高

1 土師器・椀 15.6 6.8 5.2 1/4 （内）オサエ、ナデ（外）ナデ、高台
貼付後ヨコナデ、全体摩滅 微砂 淡黄白

2 土師器・皿 8.6 6.3 1.2 口3/4 （内・外）ヨコナデ（底外）篦キリ 微砂・赤色粒 淡橙白
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0 1m

１．淡灰色砂質土（褐色粘土ブロック○）
２．淡灰褐色砂質土（褐色粘土ブロック◎）
３．淡灰黄色砂質土　　４．灰褐色砂質土
５．淡灰褐色砂質土　　６．暗灰褐色砂質土
７．灰色粘質土　　　　８．暗淡灰色粘質土

図44　土坑10（縮尺1/30）
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いる。木材等の痕跡の可能性がある。
　遺物は、12号ポリ袋１袋分が出土した。吉備系土師器椀・鍋が確認されるが、小片が多い。本遺構の時期は出
土遺物から13世紀前葉と考えられる。
土坑11（図46、図版８）
　CE56区に位置する。＜５層＞から掘り込まれていることを調査区壁面で確認した。検出面は標高1.21ｍ、底面
は同1.04ｍで、深さは0.17ｍを測る。調査区端部で検出されたことから平面形は明らかではない。南北0.81ｍ、東
西は残存値で0.15ｍである。断面形は椀状を呈する。
　埋土は２層に分けられた。１層は緑灰褐色粘質土で淡黄褐色砂質土ブロックを含む。２層は灰色粘質土である。
　遺物は、12号ポリ袋１袋分が出土した。吉備系土師器椀・鍋が確認されるが小片である。本遺構の時期は出土

0 10㎝

1

２

３

図45　土坑10出土遺物（縮尺1/4）

番号 種類・器種
法量（㎝）

残存状況 手法他 胎土 色調
口径 底径 器高

1 土師器・椀 14.0 6.0 4.3～5.0 1/1 （内）オサエ、ナデ（外）ナデ（底外）高台貼付後ヨコナデ 微砂 白褐
2 土師器・杯 13.5 7.1 3.5 口2/3底1/1 （内・外）ヨコナデ（底外）板目痕 微砂 淡褐灰
3 土師器・鍋 35.0 − 13.4 口2/3 （内）オサエ、ハケ目（外）口縁ナデ、胴部オサエ、ハケ目、煤 微砂 淡褐

1.3m

1
２

１．緑灰褐色粘質土
　　（淡黄褐色砂質土ブロック○）
２．灰色粘質土

C
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図46　土坑11・出土遺物（縮尺1/30・1/4）

番号 種類・器種
法量（㎝）

残存状況 手法他 胎土 色調
口径 底径 器高

1 土師器・鍋 35.2 − − 口1/6 （内）ハケ目（外）口縁ナデ、胴部オサエ、ハケ目、ナデ、内外面煤 細砂 橙褐
2 土師器・竈 − − − − 受け部片（内）ヨコナデ（外）オサエ、ヨコナデ、貼付突起、剥落激しい 粗砂 暗褐
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遺物と掘り込み面から中世前半と考えられる。
土坑12（図47、図版８）
　CF56区に位置する。＜５層＞で検出した。検出面は標高1.22ｍ、底面は同0.52ｍで、深さは0.7ｍを測る。平面
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３
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５
６
７
８

0 1m

１．灰褐色砂質土
　　（褐色粘土ブロック○）
２．灰黄褐色砂質土
３．灰褐色砂質土
　　（淡黄色粘土ブロック○）

４．黄灰褐色砂質土
５．淡黄灰褐色砂質土
６．淡灰色砂質土
７．淡灰黄色砂質土
８．暗灰色砂質土
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図47　土坑12（縮尺1/30）
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１．淡灰色砂質土（炭○）

図48　土坑13（縮尺1/30）

形は直径0.8ｍを測る円形である。断面形は逆台形を呈する。
　埋土は８層に分けられた。１～４層は灰褐色を基調とする砂質土で、
１・３層に粘土ブロックを含む。５～７層は淡黄灰褐色～淡灰色の砂
質土であり、８層は暗灰色砂質土である。５層以下では包含物をあま
り含まない。
　遺物は、12号ポリ袋１／２袋分が出土した。吉備系土師器椀・瓦な
どが確認されるが、ほとんど小片である。本遺構の時期は出土遺物か
ら中世前半と考えられる。
土坑13（図48、図版９）
　CF57区に位置する。＜７層＞で検出した。検出面は標高0.97ｍ、底
面は同0.91ｍで、深さは0.06ｍを測る。平面形は、北半部を破壊されて
いるが、直径0.52ｍを測る円形と考えられる。断面形は浅い皿状を呈
する。
　埋土は１層で、炭を含む淡灰色砂質土である。遺物は、12号ポリ袋
１／８袋分が出土した。吉備系土師器椀の小片である。本遺構の時期
は出土遺物から中世前半と考えられる。
土坑14（図49、図版９）
　CH57区に位置する。＜７層＞で検出した。検出面は標高1.05ｍ、底
面は同0.8ｍで、深さは0.25ｍを測る。平面形は、西端部を一部破壊さ
れるが、楕円形と考えられる。東西0.96ｍ、南北0.9ｍ以上を測る。断
面形は皿状を呈する。
　埋土は３層に分けられた。１層は淡青灰褐色粘質土で、灰色粘土ブ
ロックを含む。２・３層は黄灰色を基調とする粘質土で、２層には灰
色粘土ブロックが含まれる。
　遺物は出土していないが、本遺構の時期は中世と考えられる。

ｃ．溝
溝17（図50、図版９）
　CE57・58区に位置する。＜５ 
層＞で検出した。溝22ｂに切られ
ている。検出面は標高1.1ｍ、底面
は同0.15ｍで、深さは0.95ｍを測
る。明確な底面を検出できたわけ
ではないため、本来の底面はもっ
と低い可能性もある。傾きはN69°
Wである。幅は現状で1.4ｍを測
り、断面形状は不明確である。

CHℓ58
ℓよ
り

E1m

1m

1
２ ３

0 1m

１．淡青灰褐色粘質土（灰色粘土ブロック〇）
２．明黄灰褐色粘質土（灰色粘土ブロック○）
３．黄灰色粘質土

図49　土坑14（縮尺1/30）
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と同様であるが、その量は少な
い。
　遺物は、コンテナ（28㍑/箱）
1／３箱分が出土した。吉備系土
師 器 椀・杯・皿・台 付 皿 の 他
に、鍋などがあるが、そのほと
んどは小片である。
　本遺構の時期は出土遺物から
13世紀前葉と考えられる。

　埋土は14層に分けられた。１～５層は淡灰～灰色を基調とする砂質土で、１層に褐色粘土ブロックをよく含む。
６～10層は灰褐色を基調とする砂質土で、８・10層に褐色粘土ブロックを含む。11・12層は灰色を基調とする粘
質土であり、灰色粘土ブロック・木質・炭を含む。13・14層は暗灰色を基調とする粘質土である。包含物は上層
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0 1m

１．淡褐灰色砂質土（褐色粘土ブロック◎）
２．淡灰色砂質土
３．淡灰黄白色砂質土
４．灰色砂質土（褐色・淡灰色粘土ブロック○）
５．淡灰色砂質土
６．淡灰褐色砂質土
７．灰褐色砂質土
８．灰色砂質土（褐色粘土ブロック◎）
９．灰褐色砂質土
10．淡灰褐色砂質土（褐色粘土ブロック○）
11．淡灰色粘質土（灰色粘土ブロック○）
12．灰色粘質土（灰色粘土ブロック△、木質○、炭△）
13．暗灰色粘質土（木質・炭△）
14．暗灰色粘質土（灰色粘土ブロック・木質・炭△）
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図50　溝17断面・出土遺物（縮尺1/30・1/4）

番号 種類・器種
法量（㎝）

残存状況 手法他 胎土 色調
口径 底径 器高

1 土師器・椀 14.0 5.5 4.5 口1/3底4/5 （内）ナデ（外）オサエ、ナデ、高台貼付後ナデ 微砂 淡橙白
2 土師器・椀 14.4 6.2 4.2 口1/3底1/4 （内）ナデ、重ね焼き痕粘土付着（外）オサエ、ナデ、高台貼付後ナデ 微砂 淡橙灰
3 土師器・椀 13.2 5.7 3.6～4.4 口1/2底2/3 （内）ナデ、重ね焼き痕（外）オサエ、ナデ、高台貼付後ナデ 微砂 淡橙白

4 土師器・椀 14.0 6.0 3.9～5.0 1/1 （内）オサエ、ナデ、重ね焼き痕（外）オサエ、ナデ、重ね焼き痕、高
台貼付後ナデ 微砂 淡橙黄

5 土師器・椀 12.5 5.6 3.8～4.7 口1/2 （内）オサエ、ナデ、重ね焼き痕粘土付着（外）オサエ、ナデ、高台貼
付後ナデ 微砂 灰白

6 土師器・椀 13.3×14.3 6.8 4.1～5.0 口1/2 （内）ナデ、重ね焼き痕（外）ナデ、高台貼付後ナデ 微砂 淡橙黄
7 土師器・杯 13.6 9.0 2.7 口1/5底1/3 （内・外）ナデ、摩滅 微砂 淡橙灰
8 土師器・杯 12.6×13.1 8×8.8 2.5～3.2 1/1 （内・外）ナデ、摩滅（底外）板目痕 微砂・赤色粒 淡橙
9 土師器・皿 8.0 5.5 1.5～2.0 口4/5底1/1 （内・外）ナデ 微砂 淡橙白
10 土師器・皿 7.8 6.1 1～1.3 1/1 （内・外）ナデ（底外）篦キリ 微砂 淡橙灰
11 土師器・台付皿 10.0 5.9 2.4 口（−）底2/3 （内・外）ナデ、高台貼付後ナデ 微砂 淡橙灰
12 土師器・台付皿 9.4 5.5 2.5～3.2 口1/3底2/3 （内・外）ナデ、高台貼付後ナデ 微砂 淡橙褐
13 土師器・台付皿 10.0 6.2 2.4 口（−）底1/2 （内・外）ナデ、高台貼付後ナデ 微砂 淡橙白

溝18（図51、図版９）
　CE・CG57区に位置する。溝22を完掘した後にその下面で検出された。検出面は標高0.43ｍ、底面は同−0.03ｍ
で、深さは0.46ｍを測る。Ａ地点の北壁では底面が0.05ｍであることから南へ傾斜していることがわかる。傾きは
N15°Eであり、北側は調査区外へ伸びているが、南側はCGライン以南では完全に溝22ａによって破壊されてい
る。幅は0.88ｍを測り、断面形状は逆台形である。
　埋土は６層に分けられた。１～２層は灰色を基調とする粘質土で、砂や木質・炭を含む。３～６層は暗灰色を
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基調とする粘質土で、特に４層以下では灰色粘土ブロック・木質を含む。
　遺物は、12号ポリ袋２袋分が出土した。吉備系土師器椀・皿・青磁碗があるが、大多数は吉備系土師器椀の小
片である。他に玉状加工材や板材が出土した。
　本遺構の時期は出土遺物から13世紀前葉と考えられる。
溝19（図52、図版９）
　CG・CH57・58区に位置する。＜10層＞で検出した。土坑９を切り、溝22ａに切られている。検出面は標高1.1
ｍ、底面は同0.8ｍで、深さは0.3ｍを測る。傾きはN104°Eであり、調査区外に直線的に伸びている。幅は1.12ｍを
測り、断面は逆台形を呈する。
　埋土は４層に分けられた。１層は淡青灰色砂質土で灰色粘土ブロックを含む。２層は淡灰色粘質土、３層は青
灰褐色粘質土であり、両層ともに鉄分がよく沈着しており灰色粘土ブロックを含む。４層は灰色を基調とする粘
質土である。包含物は暗灰色粘土ブロックが含まれているが、明度に差があり２層に細分できる。
　遺物は、12号ポリ袋２袋分が出土した。吉備系土師器椀・皿・鍋などがある。他に白磁片も含まれる。石製品
には、砥石や敲石がある。
　本遺構の時期は出土遺物から13世紀前半と考えられる。
溝20（図53、図版10）
　CG56区に位置する。＜６層＞から掘り込まれていることを調査区壁面で確認した。溝22ａに切られている。検
出面は標高1.01ｍ、底面は同0.75ｍで、深さは0.26ｍを測る。傾きはN64°Eであり、調査区外に直線的に伸びてい
る。幅は0.46ｍを測り、断面は逆台形を呈する。
　埋土は６層に分けられた。１・２層は灰褐色を基調とする砂質土で、３～６層は灰黄色～灰黄褐色を基調とす
る砂質土である。３・４・６層には淡黄色砂質土ブロックを含む。
　遺物は、12号ポリ袋１／２袋分が出土した。吉備系土師器椀の小片である。
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１．淡灰色粘質土（砂・炭○）
２．灰色粘質土（木質○）
３．暗灰色粘質土
４．暗灰色粘質土（灰色粘土ブロック◎、木質○）
５．灰色粘質土（灰色粘土ブロック◎、木質○）
６．暗灰色粘質土（灰色粘土ブロック◎、木質○）

図51　溝18断面・出土遺物（縮尺1/30・1/4）

番号 種類・器種 法量（㎝） 残存状況 手法他 胎土 色調口径 底径 器高
1 土師器・椀 14.9 6.4 4.6 1/1 （内）ナデ、重ね焼き痕粘土付着、圧痕（外）オサエ、ナデ、高台貼付後ナデ 微砂 黄白
2 土師器・椀 14.0 5.8 4.6 1/1 （内）工具ナデ（外）オサエ、ナデ、高台貼付後ナデ、重ね焼き痕 微砂 黄白
3 瓦器・椀 − 3.9 − 底1/4 （内）ナデ、ミガキ（外）オサエ、ミガキ、高台貼付後ナデ 微砂 黒灰（断面）灰白
4 土師器・皿 8.6 6.0 1.65 1/4 （内・外）ナデ 微砂 淡黄白
5 土師器・皿 8.2 5.3 1.35 口（−）底1/1 （内・外）ナデ 微砂 淡黄白
6 土師器・皿 7.6 5.2 1.25 口1/2底1/1 （内・外）ナデ 微砂 淡黄白
7 青磁・碗 − 5.3 − 底1/2 （外）篦ケズリ、内外面施釉、櫛描文、高台～体部下半露胎 精緻 灰（釉）淡緑灰

番号 器種 残存長（㎝） 残存幅（㎝） 厚（㎝） 樹種 木取り 加工等
W13 玉状木製品 6.0 5.3 5.4 ツバキ属 丸木 上面・下面は中心を頂点とした面取り状の加工、側面も面取り状の加工
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　本遺構の時期は出土遺物から中世前半
と考えられるが、掘り込み面や切り合い
関係から12世紀代の可能性も残す。
溝21（図54、図版10）
　CH58区に位置する。＜10層＞で検出した。検出面は標高0.8ｍ、底面は同0.47ｍで、深さは0.33ｍを測る。傾き
はN12°Eであり、北側は溝19に切られ、それ以北では確認できなかった。また南側はCIライン付近で西へ方向を
変え調査区外に伸びているものと考えられる。幅は0.72ｍを測るが、西へ方向を変えるCIライン付近では幅1.15ｍ
程になっている。断面は凹凸のある皿状を呈する。
　埋土は４層に分けられた。１・２層は灰色を基調とする砂質土である。３・４層は灰褐色を基調とする粘質土
で、両層ともに砂を含むが、３層には砂がブロック状に含まれる。
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１．淡青灰色砂質土（灰色粘土ブロック○）
２．淡灰色粘質土（灰色粘土ブロック○、Fe◎）
３．青灰褐色粘質土（灰色粘土ブロック○、Fe◎）
４ａ．暗灰色粘質土（暗灰色粘土ブロック○、Fe◎）
４ｂ．灰褐色粘質土（暗灰色粘土ブロック○、Fe◎）
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図52　溝19断面・出土遺物（縮尺1/30・1/4）
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0 1m

１．淡灰褐色砂質土
２．灰褐色砂質土
３．淡灰黄褐色砂質土（淡黄色砂質土ブロック○）
４．灰黄色砂質土（淡黄色砂質土ブロック○）
５．灰黄褐色砂質土
６．淡灰黄色砂質土（淡黄色砂質土ブロック○）

図53　溝20断面（縮尺1/30）

番号 種類・器種
法量（㎝）

残存状況 手法他 胎土 色調（内/外）
口径 底径 器高

1 土師器・椀 14.0 5.5 4.7 1/6 （内・外）ナデ、摩滅、重ね焼き痕、高台貼付後ナデ 微砂 灰褐
2 土師器・皿 8.0 6.2 1.2 1/3 （内・外）ナデ（底外）篦キリ 微砂・赤色粒 橙白
3 土師質・鍋 37.0 − − 1/4 （内）ハケ目（外）口縁ヨコナデ、胴部オサエ、ハケ目、煤 微砂 灰褐/暗褐

番号 器種 残存長（㎝） 残存幅（㎝） 厚（㎝） 重量（ｇ） 石材 特徴
S3 砥石 9.4 2.9 1.0 53.9 粘板岩 4面に砥面、側縁に光沢
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１．淡灰色砂質土
２．灰色砂質土
３．灰褐色粘質土（淡灰黄色砂ブロック△、砂○）
４．灰褐色粘質土（砂○）
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図54　溝21断面・出土遺物（縮尺1/30・1/4）

番号 種類・器種
法量（㎝）

残存状況 手法他 胎土 色調
口径 底径 器高

1 土師器・椀 − 5.5 − 底1/1 （内）ナデ（外）ナデ、高台貼付ナデ 微砂 淡橙褐
2 土師器・椀 − 6.3 − 底1/1 （内）ナデ（外）ナデ、高台貼付ナデ 微砂 淡橙灰
3 土師器・皿 8.6 6.3 1 底1/2 （内・外）ナデ 微砂 淡橙

4 土師器・鍋 − − − − （内）ハケ目（外）口縁オサエ、ナデ、
胴部オサエ、ハケ目、煤 細砂 暗橙灰
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中世前半の遺構・遺物

　遺物は、12号ポリ袋２袋分が出土した。吉備系土師器椀・皿・鍋を含む小片である。本遺構の時期は出土遺物
から13世紀代と考えられるが、切り合い関係を考慮すると12世紀末～13世紀初頭の可能性がある。
溝22（図55～63、図版10～13）
　57ライン上を南北に貫くものを溝22ａ、CE～CFライン間を東西に走るものを溝22ｂとして報告する。これら
はCE～CF57を交点とする同一の区画を形成する溝と考えられる。溝22ａは、断面観察により３段階に分けるこ
とができ、それぞれ溝22ａ−１・２・３とした。溝22ｂは、上面が大きく削平されていたため２段階のみ確認す
ることができた。調査においては可能な限り遺物を分けて取り上げた。
溝22ａ：溝22ａ−１・２は、＜４層＞から掘り込まれていることを調査区壁面で確認した（図55・56）。最も新
しい溝22ａ−１では、検出面は標高1.38ｍ、底面はａ断面で同0.4ｍ、ｂ断面で同0.3ｍを測り、南へ向けて深くな
る。深さはａ断面では0.98ｍを測る。幅は4.48ｍであり、断面は丸みを有する逆台形を呈する。溝の傾きは、N19°E
であり調査区外に伸びる。平面形を明確に捉えることは困難で、断面観察により認識した。
　埋土は、ａ断面１～29層、ｂ断面１～12層であり、３群にまとめることができる。１群はａ断面１～17層、ｂ
断面１～４層、２群はａ断面18～22層、ｂ断面５～10層、３群はａ断面23～29層、ｂ断面11～12層である。１群
は灰～灰褐色を基調とする砂質土で、褐色ブロックを含む。２群は緑灰～青灰色を基調とする粘質土で、粘土ブ
ロックと多くの砂を含む。３群は灰～暗灰色を基調とする粘質土で粘土ブロックを含む。
　溝22ａ−２では、検出面は標高1.34ｍ、底面はａ断面で−0.45ｍ、ｂ断面で−0.23ｍ、深さは1.57～1.79ｍを測
る。北側の方が深い。幅はａ断面で6.15ｍ、CGライン付近では4.72ｍを測る。ａ断面の幅が広いのは、CFライン
以北において溝の掘り方が湾曲しているからである。これは、後述する溝22ｂとの交点に当たっていることによ
ると考えられる。断面は、西側の標高0.3ｍ付近に幅0.9ｍ程のテラスが形成される二段掘状の逆台形を呈する。こ
のテラスは、CHライン以北に認められるものである。溝の傾きは、N19°Eであり調査区外に伸びる。
　埋土は、ａ断面で30～84層、ｂ断面で13～22層に分けられ、４群にまとめることができる。１群は、ａ断面30
～55層、ｂ断面13層、２群はａ断面56～70層、ｂ断面14～16層、３群はａ断面71～76層、ｂ断面17～19層、４群
はａ断面77～84層、ｂ断面20～22層である。１群は、灰褐色を基調とする砂質土で、粘土ブロックをあまり含ま
ない。２群は灰黄～灰黄褐色を基調とする粘質土で、粘土ブロックを含む。ｂ断面の２群は、色調が暗灰色を基
調とするが、土質に他断面との差異はない。３群は青灰色を基調とする粘質土で、粘土ブロックや木質を含む。
４群は灰～暗灰色を呈する粘質土で、粘土ブロック・炭・木質・砂などを含む。
　本溝の東側には、CIライン付近において一部が楕円形の土坑状に張り出す部分がある（図38・57）。検出面は
標高1.4ｍ、底面は同0.65ｍ、深さ0.75ｍを測る。幅は現状で1.65ｍであり、断面は椀状に緩く開く。埋土は10層に
分けられる。１～６層は灰褐色を基調とする砂質土で粘土ブロックを含み、７～10層は暗灰褐色を基調とする砂
質土である。
　溝22ａ−３は、CIライン以南で主に確認できた。ｃ断面から、検出面は1.28ｍ、底面は0.16ｍ、深さは1.12ｍを
測る（図56）。幅は、ｃ断面から復元すると３ｍ程度と推定される。断面は逆台形を呈す。傾きはＮ12°Ｅであり、
溝22ａ−２と同様に調査区外に伸びる。
　埋土はａ断面で３層、ｃ断面で16層に分けられ、３群にまとめることができる。１群はｃ断面１～４層、２群
はａ断面85～87層、ｃ断面５～13層、３群はｃ断面14～16層である。１群は黄～褐灰色を基調とする砂質土で、
粘土ブロックをあまり含まない。２群は灰褐色を基調とする砂質土で粘土ブロックをよく含む。３群は暗灰色を
呈する粘質土で粘土ブロックを含む。
　本溝においても、溝22ａ−２とほぼ同様の位置に、楕円形を呈する土坑状の張り出し部が認められる（図57）。
検出面は標高1.03ｍ、底面は同0.75ｍ、深さは0.28ｍを測る。幅は、現状で1.4ｍであり、断面は椀状を呈する。埋
土は３層で灰褐色を基調とする砂質土である。１層では、吉備系土師器椀等の細片が多く出土した。



― 44 ―

調査の記録

8
0

1
.4
m

a
a’

0
.5
m

0
m

1
２
３

４

５ ６

７
８

９
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2
3
3

3
4

3
5

3
6

3
7
3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
2

6
3

6
4

6
6

6
5

6
7

6
8

6
9

7
0
7
0

7
1

7
2

7
3

7
4

7
5

7
6
7
6

7
7

7
8

7
9

5
6

5
8

7
3

8
1

8
2

8
3
8
3

8
4
8
4

8
5

8
6

8
7

【
溝
22
ａ
－
１
】

１
．
灰
褐
色
砂
質
土

２
．
灰
白
褐
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

３
．
灰
褐
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

４
．
淡
灰
褐
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

５
．
暗
淡
灰
白
褐
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

６
．
灰
褐
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
△
）

７
．
灰
色
砂
質
土

８
．
淡
灰
褐
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

９
．
淡
灰
黄
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
◎
）

10
．
灰
黄
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
◎
）

11
．
淡
灰
黄
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
◎
）

12
．
暗
灰
褐
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
◎
）

13
．
淡
灰
褐
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

14
．
灰
白
色
砂
質
土
（
砂
○
）

15
．
淡
青
灰
褐
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

16
．
灰
褐
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
△
）

17
．
淡
灰
褐
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
、
炭
△
）

18
．
暗
灰
黒
色
粘
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
◎
、
砂
○
）

19
．
暗
緑
灰
色
粘
質
土
（
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
△
、
砂
○
）

20
．
淡
灰
色
粘
質
土
（
褐
色
・
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
・
砂
○
）

21
．
淡
青
灰
色
粘
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
△
、
砂
○
）

22
．
淡
灰
色
粘
質
土
（
褐
色
・
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
△
、
砂
○
）

23
．
灰
褐
色
粘
質
土
（
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
・
砂
△
）

24
．
暗
灰
色
粘
質
土
（
淡
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

25
．
暗
灰
褐
色
粘
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
、
砂
△
）

26
．
黒
灰
色
粘
質
土
（
黒
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
◎
、
砂
△
）

27
．
淡
緑
灰
色
粘
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
・
砂
△
）

28
．
灰
色
粘
質
土
（
褐
色
・
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

29
．
淡
灰
色
粘
質
土

【
溝
22
ａ
－
２
】

30
．
淡
灰
白
褐
色
砂
質
土

31
．
灰
白
褐
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

32
．
淡
褐
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
◎
）

33
．
明
灰
褐
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
◎
）

34
．
暗
褐
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

35
．
暗
灰
褐
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
◎
）

36
．
淡
灰
色
砂
質
土
（
淡
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
◎
）

37
．
暗
褐
色
砂
質
土

38
．
暗
淡
灰
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

39
．
暗
灰
色
砂
質
土

40
．
明
灰
褐
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

41
．
灰
黄
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
、
炭
△
）

42
．
淡
灰
黄
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

43
．
淡
灰
色
砂
質
土

44
．
淡
灰
褐
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

45
．
暗
灰
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

46
．
淡
灰
褐
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
◎
）

47
．
灰
褐
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
◎
）

48
．
淡
灰
黄
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
◎
）

49
．
暗
灰
色
砂
質
土

50
．
暗
灰
褐
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

51
．
淡
灰
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

52
．
暗
灰
褐
色
砂
質
土

53
．
淡
青
灰
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

54
．
淡
灰
色
砂
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

55
．
灰
色
砂
質
土

56
．
暗
灰
色
粘
質
土

57
．
淡
灰
色
粘
質
土
（
灰
黒
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

58
．
淡
灰
褐
色
粘
質
土

59
．
暗
青
灰
褐
色
粘
質
土

　
　
　
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
・
炭
・
砂
○
）

60
．
暗
灰
褐
色
粘
質
土

　
　
　
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
・
炭
・
砂
○
）

61
．
淡
青
灰
褐
色
粘
質
土
（
褐
色
・
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

62
．
暗
灰
色
粘
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
・
砂
○
）

63
．
明
褐
色
粘
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
◎
）

64
．
灰
色
粘
質
土
（
褐
色
・
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
△
）

65
．
淡
青
灰
色
粘
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
△
）

66
．
淡
灰
色
粘
質
土
（
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
△
）

67
．
淡
灰
色
粘
質
土
（
褐
色
・
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
・
砂
△
）

68
．
暗
淡
灰
色
粘
質
土
（
淡
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

69
．
淡
灰
色
粘
質
土
（
淡
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
、
砂
△
）

70
．
明
灰
黄
色
粘
質
土
（
淡
灰
色
・
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

71
．
灰
色
粘
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
△
）

0
1
m

72
．
淡
灰
褐
色
粘
質
土
（
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
△
、
炭
○
）

73
．
淡
青
灰
色
粘
質
土
（
木
質
○
）

74
．
暗
青
灰
色
粘
質
土
（
淡
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

75
．
淡
青
灰
色
粘
質
土
（
木
質
△
）

76
．
灰
色
粘
質
土
（
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

77
．
暗
灰
色
粘
質
土

　
　
　
（
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
、
炭
・
木
質
△
）

78
．
灰
色
粘
質
土
（
淡
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
・
木
質
△
）

79
．
暗
色
粘
質
土
（
炭
△
、
木
質
○
）

80
．
明
灰
色
粘
質
土
（
明
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

81
．
暗
灰
色
粘
質
土
（
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
・
木
質
△
）

82
．
灰
色
粘
質
土
（
淡
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
・
木
質
△
）

83
．
淡
灰
色
粘
質
土

　
　
　
（
淡
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
・
木
質
△
、
砂
○
）

84
．
暗
灰
色
粘
質
土
（
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

【
溝
22
ａ
－
３
】

85
．
黄
灰
褐
色
砂
質
土
（
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

86
．
黄
灰
白
色
砂
質
土
（
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
○
）

87
．
黄
灰
色
砂
質
土
（
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
△
）

図
55
　
溝
22
ａ
断
面
１

（
縮

尺
1/

30
）



― 45 ―

中世前半の遺構・遺物

1.4mｂ ｂ’

c c’1.4m

0.5m

0m

1
２

３
４

５
６
７８

９
10

11

12

13

14

15

16
17

18

19

20

21

22

1

２

３

４
５

６
７

８

９
10

11

12
1313

1414
15

16 0 1m

【溝22ａ－３】
１．淡黄灰色砂質土（褐色粘土ブロック○）
２．黄灰褐色砂質土（褐色粘土ブロック△）
３．暗灰黄褐色砂質土（褐色粘土ブロック△）
４．淡灰褐色砂質土（褐色粘土ブロック○）
５．淡灰色砂質土（淡黄色粘土ブロック◎）
６．淡灰白褐色砂質土（淡黄色粘土ブロック△）
７．暗淡灰白褐色砂質土（灰色粘土ブロック○）
８．明灰褐色砂質土（褐色粘土ブロック△）
９．明淡灰褐色砂質土（灰色粘土ブロック○）
10．灰白褐色砂質土（灰色粘土ブロック◎）
11．灰褐色砂質土（灰色粘土ブロック○）
12．褐灰色砂質土（灰色粘土ブロック◎）
13．暗灰褐色砂質土（褐色粘土ブロック◎）
14．灰褐色粘質土（褐色粘土ブロック○）
15．暗灰色粘質土（褐色・黄褐色粘土ブロック○）
16．淡灰色粘質土（暗灰色粘土ブロック○）

【溝22ａ－１】
１．淡灰白褐色砂質土（褐色粘土ブロック△）
２．灰白褐色砂質土（褐色粘土ブロック◎）
３．灰褐色砂質土（褐色粘土ブロック○）
４．淡褐灰色砂質土（褐色粘土ブロック○）
５．灰褐色粘質土（褐色粘土ブロック○）
６．淡黄灰褐色粘質土（褐色粘土ブロック・砂○）
７．淡黄灰白色粘質土（褐色粘土ブロック・砂○）
８．暗淡黄灰褐色粘質土（褐色粘土ブロック△、砂○）
９．暗淡灰褐色粘質土（褐色粘土ブロック・砂○）
10．淡灰褐色粘質土（褐色粘土ブロック・砂○）
11．淡灰色粘質土（灰色粘粘土ブロック○）
12．暗灰褐色粘質土（灰色粘土ブロック○）

【溝22ａ－２】
13．淡灰褐色砂質土
14．暗灰色粘質土（淡灰色粘土ブロック・砂○）
15．黒灰色粘質土（淡灰色粘土ブロック・砂○）
16．暗青灰色粘質土（淡灰色粘土ブロック・砂○、炭△）
17．暗青灰色粘質土（淡灰色粘土ブロック○、砂・炭△）

18．暗青灰色粘質土（淡灰色粘土ブロック○）
19．灰黒色粘質土（淡灰色粘土ブロック△）
20．淡暗灰色粘質土（灰色粘土ブロック・炭△）
21．暗灰色粘質土（灰色・青灰色粘土ブロック○、炭△）
22．灰色粘質土（淡灰色粘土ブロック・炭・木質△）

図56　溝22ａ断面２（縮尺1/30）

溝22ａ－２張り出し部 溝22ａ－３張り出し部
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【溝22ａ－２張り出し部】
１．褐灰白色砂質土
２．灰白褐色砂質土（褐色粘土ブロック○）
３．淡灰色砂質土（褐色粘土ブロック○）
４．灰褐色砂質土（褐色粘土ブロック○）
５．淡灰褐色砂質土（褐色粘土ブロック○）

６．淡灰白褐色砂質土（褐色粘土ブロック○）
７．暗灰褐色砂質土
８．淡灰褐色砂質土
９．暗淡灰褐色砂質土
10．淡灰褐色粘質土

【溝22ａ－３張り出し部】
１．褐灰色砂質土（褐色粘土ブロック◎、土器○）
２．淡灰褐色砂質土（褐色粘土ブロック○）
３．暗淡灰褐色砂質土

図57　溝22ａ張り出し部断面（縮尺1/30）
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溝22ｂ：＜10層＞で検出した（図58）。溝22ｂ−１では、検出面は標高0.85ｍ、底面は同0.53ｍ、深さは0.32ｍを
測る。溝22ａ−２のテラスの標高は0.3ｍであることから、0.2ｍ程の高低差をもって接続している。幅は、現状で
1.18ｍを測り、断面は丸みを有する逆台形と考えられる。溝22ｂ−２では、検出面は標高0.86ｍ、底面は同0.33ｍ、
深さは0.53ｍを測る。前段階同様に高低差をもって溝22ａと接続するが、調査区北半では溝22ａ−３が同２によ
って破壊されているため、どの程度の高低差であったかは不明である。幅は現状で1.88ｍであるが、溝22ａと同
程度の規模をもっていたと想定される。断面は前段階同様丸みを帯びた逆台形を呈する。傾きは、１・２ともに
N71°Wであり、西側は調査区外に伸び、東側は溝22ａの膨らみ部に接続する。
　溝22ｂ−１の埋土は１～３層であり、灰～暗灰色を基調とする粘質土で粘土ブロックを含む。溝22ｂ−２の埋
土は４～16層であり、青灰色を基調とする粘質土で粘土ブロック・炭・木質を含む。
溝22の出土遺物と時期：出土遺物はコンテナ（28㍑/箱）６箱分が出土した。吉備系土師器椀・杯・皿・台付皿・
鍋・瓦・備前焼のすり鉢・青磁・白磁・砥石・硯・土錘が出土した（図59～63）。吉備系土師器椀には13世紀前半
～14世紀前半までのものが含まれている。また、備前焼のすり鉢には14世紀代のもの（図60−39）や近世に下る
資料（図60−40・41）もある。後者は、溝22ａ−１の最上層から出土したものである。他に、板材や加工木・杭・
蓋・下駄が出土した（図61～63）。また、小破片であり図化は困難であったが、漆椀の小片も出土している（本巻
自然科学的分析参照）。
　本遺構の時期は、出土遺物から13世紀前半～14世紀代と考えられる。本溝は、その位置関係および概ね一致す
る底面の標高、埋没時期から、本調査地点北側約50ｍに位置する第７次調査地点で検出された13世紀末～14世紀
前半の溝20～23に接続するものと考えられる。しかし、第７次調査地点の溝20～23は４条が切り合っていたのに
対し、本調査地点では３条の切り合いしか確認できなかった。また、第７次調査地点では、同じ位置に近世の溝
も構築されている。本溝では、攪乱によってその中央部が破壊を受けていたため近世の溝を検出できなかったと
考えられるが、上層からは近世の遺物が出土していることから、本調査地点においても近世の溝が伸びていたこ
とがうかがえる。
溝23（図64、図版13）
　CF56区に位置する。＜４層＞から掘り込まれていることを調査区壁面で確認した。検出面は標高1.33ｍ、底面
は同1.23ｍで、深さは0.1ｍを測る。端部から0.55ｍほどしか確認できなかったため土坑の可能性もあるが、断面
が緩く立ち上がることから溝と判断した。傾きはN76°Wである。幅は0.83ｍを測り、断面は皿状を呈する。
　埋土は３層に分けられた。１層は灰茶褐色砂質土、２層は明緑灰色砂質土で粗砂を含む。３層は粗砂層である。
　遺物は、12号ポリ袋１／３袋分が出土したが、ほとんどが吉備系土師器椀の小片である。本遺構の時期は出土
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【溝22ｂ－１】
１．暗灰色粘質土（明灰色・灰色粘土ブロック◎）
２．灰色粘質土（明灰色・淡青灰色粘土ブロック◎、炭△）
３．淡灰色粘質土（明灰色・暗灰色粘土ブロック△）

【溝22ｂ－２】
４．明青灰色粘質土（暗灰色粘土ブロック○）
５．淡青灰色粘質土（暗灰色粘土ブロック△）
６．青灰色粘質土（暗灰色粘土ブロック○）
７．淡青灰褐色粘質土（灰白色・暗灰色粘土ブロック△）
８．青灰色粘質土（暗灰色粘土ブロック△）
９．灰褐色粘質土（暗灰色粘土ブロック○）
10．暗青灰色粘質土（灰色粘土ブロック○）
11．淡青灰色粘質土（砂○）
12．青灰色粘質土（暗灰色粘土ブロック○）
13．暗灰色粘質土（青灰色粘土ブロック△）
14．暗青灰色粘質土（灰色粘土ブロック△）
15．灰色粘質土（暗灰色粘土ブロック◎、炭・木質○）
16．暗灰褐色粘質土（暗灰色粘土ブロック△）

図58　溝22ｂ断面（縮尺1/30）



― 47 ―

中世前半の遺構・遺物

0 10㎝

19

7

３

8

14

12

１

２

6

４

9

11

5

10

13

15

16

17

21

22

20

18

図59　溝22出土遺物１（縮尺1/4）

番号 種類・器種
法量（㎝）

残存状況 手法他 胎土 色調（内/外）
口径 底径 器高

1 土師器・椀 14.4 5.4×6.1 4.7 口5/6底1/1 （内）ナデ（外）オサエ、ナデ、高台貼付後ナデ 微砂 淡灰褐
2 土師器・椀 14.1 6.1 4.4 口1/2底1/1 （内）ナデ、重ね焼き痕粘土付着、圧痕（外）オサエ、ナデ、高台貼付後ナデ 微砂 淡灰褐
3 土師器・椀 14.0 7.0 4.3 口1/6底1/4 （内）ナデ、重ね焼き痕粘土付着（外）ナデ、高台貼付後ナデ 微砂 淡橙白
4 土師器・椀 13.9 5.8 4.1～4.7 口5/6 （内）ナデ、重ね焼き痕粘土付着（外）オサエ、ナデ、高台貼付後ナデ 微砂 黄褐
5 土師器・椀 13.9 6.0 4.2 口1/4底1/1 （内）ナデ（外）オサエ、ナデ、高台貼付後ナデ、全体被熱痕 微砂 黄白
6 土師器・椀 13.5 7.1 4.2 口1/2底1/1 （内）ナデ（外）オサエ、ナデ、高台貼付後ナデ 微砂 淡褐
7 土師器・椀 13.4 6.0 4.4 口（−）底1/1 （内）ナデ、重ね焼き痕粘土付着（外）オサエ、ナデ、高台貼付後ナデ 微砂 淡橙褐
8 土師器・椀 13.4 6.0 3.3～4.4 1/3 （内）ナデ、重ね焼き痕（外）オサエ、ナデ、高台貼付後ナデ 微砂 灰白
9 土師器・椀 13.2 6.0 3.7 口1/3底1/4 （内）ナデ（外）オサエ、ナデ、高台貼付後ナデ 微砂 淡灰褐
10 土師器・椀 13.0 6.0 4.2 口1/6底1/3 （内）ナデ、重ね焼き痕粘土付着（外）ナデ、高台貼付後ナデ 微砂 淡橙白
11 土師器・椀 12.6 5.8 3.2 1/6 （内）ナデ、重ね焼き痕粘土付着（外）オサエ、ナデ、高台貼付後ナデ 微砂 黄白
12 土師器・椀 11.8 4.8 3.5～4.1 1/1 （内）ナデ（外）オサエ、ナデ、高台貼付後ナデ 微砂 黄灰
13 土師器・椀 11.8 5.1×5.7 4.1 口3/4底1/1 （内）ナデ、重ね焼き痕（外）ナデ、高台貼付後ナデ 微砂 淡黄白
14 土師器・椀 11.4 4.6 3.5～4.0 1/1 （内）ナデ（外）オサエ、ナデ、高台貼付後ナデ 微砂 黄白
15 土師器・椀 10.0 3.1 3.2～4.1 1/1 （内）ナデ（外）ナデ、重ね焼き痕 微砂 黄白/黄灰
16 土師器・椀 10.2 3.0 3.9 1/3 （内）ナデ（外）オサエ、ナデ、重ね焼き痕 微砂 黄白
17 土師器・椀 10.6 4.4 2.7～3.3 口1/2底1/1 （内）ナデ（外）オサエ、ナデ、重ね焼き痕 微砂 黄白
18 土師器・椀 9.4 4.4 2.1 1/2 （内）ナデ（外）ナデ 微砂 淡橙灰
19 土師器・杯 15.2 8.9 3.3～4.1 1/1 （内・外）ナデ（底外）篦キリ 微砂・赤色粒 橙白
20 土師器・杯 15.0 10.2 3.7 口（−）底1/3 （内・外）ナデ（底外）篦キリ後ナデ 微砂 淡橙灰
21 土師器・杯 14.6 10.3 2.8 1/4 （内・外）ナデ（底外）篦キリ 微砂・赤色粒 橙白/橙白
22 土師器・杯 12.8 8.1 2.9 口1/4底1/1 （内・外）ナデ（底外）篦キリ、板目痕 微砂 淡橙灰
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図60　溝22出土遺物２（縮尺1/4）

番号 種類・器種
法量（㎝）

残存状況 手法他 胎土 色調（内/外）
口径 底径 器高

23 土師器・皿 8.1 6.3 1.4 口2/3底3/4 （内・外）ナデ（底外）篦キリ後ナデ、板目痕 微砂 淡橙灰
24 土師器・皿 8.0 6.1 1.2 1/1 （内・外）ナデ（底外）篦キリ 微砂 淡橙灰
25 土師器・皿 7.8 5.8×6 1.1～1.6 1/1 （内・外）ナデ（底外）篦キリ後ナデ 微砂 淡橙
26 土師器・皿 7.8 5.3 0.8～1.2 1/2 （内・外）ナデ（底外）篦キリ 細砂 淡黄白
27 土師器・皿 7.8 5.2 1.5 底1/1 （内・外）ナデ（底外）篦キリ 微砂 淡橙乳
28 土師器・皿 7.8 5.6 1.4 口（−）底1/4 （内・外）ナデ（底外）篦キリ後ナデ、板目痕 微砂・赤色粒 淡橙白
29 土師器・皿 7.8 6.1 1.4 1/4 （内・外）ナデ（底外）篦キリ、重ね焼き痕 微砂・赤色粒 淡橙白
30 土師器・皿 7.3 5.5 1.4 1/4 （内・外）ナデ（底外）篦キリ、板目痕 微砂 淡黄褐
31 土師器・皿 7.3 5.8 1.5 口1/6底1/6 （内・外）ナデ（底外）篦キリ 微砂 淡褐
32 土師器・皿 7.2 5.4 1.4 1/4 （内・外）ナデ（底外）篦キリ、板目痕 微砂 橙白/赤褐
33 土師器・脚台 8.3 5.9 4.1 脚2/3 （内・外）ナデ（底外）篦キリ 微砂 淡橙灰
34 土師器・台付皿 10.2 − − 口（−）脚1/2 （内・外）ナデ（底外）篦キリ 微砂 黄灰/灰褐
35 土師器・台付皿 9.8 − − 口1/4 （内・外）ナデ（底外）篦キリ 微砂・赤色粒 黄灰褐
36 瓦質土器・鍋 24.8 − − 口1/6 （内）ハケ目（外）ナデ、煤 微砂 黒灰/灰～紫灰
37 瓦質土器・鍋 26.0 − − 口1/6 （内）ハケ目（外）オサエ、ハケ目後ナデ、煤 微砂 灰白～黒灰
38 瓦質土器・鍋 29.4 − − 口1/4 （内）オサエ、ハケ目（外）オサエ、ハケ目後ナデ、煤 微砂 黒灰
39 備前焼・すり鉢 − − − − （内・外）ナデ、10条1組の卸目、自然釉 細砂 灰紫褐/暗赤褐
40 備前焼・すり鉢 − − − − （内・外）ナデ、8条1組の卸目 細砂 暗赤茶灰
41 備前焼・すり鉢 − − − − （内・外）ナデ、卸目の条数不明 微砂 茶灰
42 備前焼・すり鉢 − − − − （内・外）ナデ、6条1組の卸目 微砂 暗橙灰
43 備前焼・すり鉢 − − − − （内・外）ナデ、8条1組の卸目 微砂 暗赤茶
44 青磁・碗 − − − − 内外面施釉、内面草花文 精緻 灰（釉）透明緑灰
45 青磁・碗 − 5.8 − 底1/2 内外面施釉（高台除く）・貫入 精緻 灰白（釉）透明緑灰
46 青磁・碗 − 7.3 − 底1/1 内外面施釉（高台除く）、内面釉剥ぎ 微砂 灰白（釉）灰オリーブ

47 青磁・皿 12.8 5.4 2.5 口（−）底1/2 内外面施釉・貫入、高台削り出し・無釉、内面・高台底に重
ね焼き粘土付着 微砂 淡茶灰（釉）オリーブ

48 白磁・碗 − 6.6 − 底1/2 内面釉 精緻 青白（釉）半透明灰白
49 白磁・碗 − 7.4 − 底1/2 内面釉 精緻 灰白（釉）淡緑灰
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W19W18
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図61　溝22出土遺物３（縮尺1/5）

番号 器種 残存長（㎝） 残存幅（㎝） 厚（㎝） 樹種 木取り 加工等
W14 杭 33.3 3.9 3.2 クリ 丸木 下端を面取り状に加工
W15 杭 35.1 4.3 2.4 クリ 半割 上端に穿孔1ヶ所、孔内には鉄釘残存、片面のみ平坦に加工
W16 杭 22.9 2.6～4.6 2.3 クリ 柾目 先端台形状に加工、先端に向けて厚み徐々に減じる
W17 杭 20.4 4.2 3.2 クリ 丸木 下端を片刃状に加工、下部に穿孔1ヵ所
W18 杭 45.0 5.6 2.9～4.6 クリ 丸木 先端を面取り状に加工、片面のみ平坦に加工
W19 杭 47.2 4.1 4.1 クリ 丸木 未貫通の穿孔状の窪み1ヵ所、上部に段を作り出し、薄くなるように加工
W20 杭 63.4 3.6 4.6 クリ 丸木 下端を尖らせる、樹皮を残す



― 50 ―

調査の記録

W24
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W26

W27
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0 10㎝
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図62　溝22出土遺物４（縮尺1/4）
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中世前半の遺構・遺物

遺物および掘り込み面から中世前半と考えられる。
溝24（図65、図版13）
　CK61・62区に位置する。＜４層＞から掘り込まれていることを調査区壁
面で確認した。検出面は標高1.24ｍ、底面は同1.06ｍで、深さは0.22ｍを測
る。壁面観察から東へ傾斜する。傾きはN78°Eであり、調査区外へ直線的
に伸びている。幅は0.54ｍを測り、断面は箱形を呈する。
　埋土は７層に分けられた。１層は暗灰色粘質土、２層は暗灰褐色粘質土、

Ｓ4

Ｓ6

Ｔ13

Ｔ14

Ｓ5

図63　溝22出土遺物５（縮尺1/4）

W32

0 10㎝

番号 器種 残存長（㎝） 残存幅（㎝） 厚（㎝） 樹種 木取り 加工等
W21 蓋 14.9 6.8 0.8 スギ 柾目 穿孔1ヵ所

W22 部材 1.6 8.1 2.6 モクレン属 割材 突出部の両側に3ヵ所ずつの穿孔あり、1ヵ所には木釘残存、左側底面には未
貫通の窪みあり（穿孔痕跡か）、底面には漆状の黒色付着物あり

W23 円形加工材 4.6 4.7 1.2 コナラ属クヌギ節 柾目 下面は平坦に加工、上面は湾曲

W24 部材 13.9 32.8 0.7 スギ 柾目 左側に4ヵ所、右側に2ヵ所の穿孔、長辺の小口面に3ヵ所の穿孔、中央以外の
2ヵ所には木釘残存

W25 部材 5.0 32.7 0.7 スギ 柾目 上辺の木口面に穿孔3ヵ所、中央の穿孔にのみ木釘残存、下辺の木口面に穿孔
4ヵ所、中央の2ヵ所にのみ木釘残存、左木口面に穿孔1ヵ所

W26 部材 6.7 32.7 0.8 スギ 柾目

平面に穿孔12ヵ所、未貫通の円形の窪み（穿孔痕跡か）3ヵ所、表面に漆状の黒
色付着物、上辺の木口面に穿孔3ヵ所、中央以外の2ヵ所には木釘残存、下辺
の木口面に穿孔5ヵ所、すべてに木釘残存、右斜辺に穿孔2ヵ所、下方の孔に
は木釘残存

W27 部材 2.1 25.0 0.7 スギ 柾目 穿孔7ヵ所、すべてに木釘残存、両端は斜めに加工
W28 部材 6.4 0.8 0.7 スギ 割材 穿孔4ヵ所、すべてに木釘残存、両端は斜めに加工、側面に漆状の黒色付着物
W29 部材 22.2 1.9 0.9 スギ 柾目 穿孔9ヵ所、5ヵ所に木釘残存、端部は斜めに加工
W30 部材 28.7 1.6 2.4 スギ 割材 両面にそれぞれ対になる異なる形状の刳り込み
W31 杭 17.3 2.0 2.0 マツ属複維管束亜属 丸木 先端を面を作り出すように加工し尖らせる、樹皮残存

W32 下駄 18.2 8.8 5.5 スギ 芯持ち材 連歯下駄、表面の前端・後端に窪みあり、前坪は上方向が開いており前端と
連なる、後坪は後歯の前に穿孔されるが、上面は後歯をわずかに抉る

番号 器種 残存長（㎝） 残存幅（㎝） 厚（㎝） 重量（ｇ） 形態・手法他 胎土 色調
T13 土錘 4.7 3.7 3.7 57.2 孔径1㎝（上）、ナデ 粗砂 灰褐
T14 土錘 1.6 1.7 1.5 4.8 孔径0.5㎝（上・下）、ナデ 微砂 淡橙褐

番号 器種 残存長（㎝） 残存幅（㎝） 厚（㎝） 重量（ｇ） 石材 特徴
S4 硯 10.8 8.0 2.0 264.0 粘板岩 磨面擦痕、海・陸には墨が一部付着
S5 砥石 6.2 2.5 2.7 64.2 流紋岩 5面に砥面
S6 砥石 5.7 5.1 2.7 94.7 安山岩 2面に擦痕、砥石か

1.4m

１．灰茶褐色砂質土
２．明緑灰色砂質土（粗砂○）
３．明橙褐色粗砂

0 1m

1

２２３３

図64　溝23断面（縮尺1/30）
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５５
６６７７ ８８
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８
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0 1m

１．淡灰白褐色砂質土
２．淡灰白色砂質土
３．灰褐色砂質土
４．灰白褐色砂質土（灰色粘土ブロック◎）
５．灰褐色砂質土
６．黄灰褐色砂質土（暗灰色粘土ブロック△）
７．明黄灰色砂質土
８．灰白色砂質土（灰色粘土ブロック・砂△）
９．褐灰色砂質土（灰色粘土ブロック△）

図67　溝26断面（縮尺1/30）

３層は暗黄灰色粘質土である。いずれも灰色粘土ブロックを含む。
４～７層は暗灰～暗灰褐色を基調とする粘質土であり、粘土ブロ
ックをよく含むが、特に４・５層にはその量が多く、炭・焼土も
含む。
　遺物は出土しなかったが、掘り込み面より本遺構の時期は中世
前半と考えられる。
溝25（図66、図版13）
　CG57・58区に位置する。＜10層＞で検出した。土坑９・溝19を
切る。検出面は標高1.04ｍ、底面は同0.55ｍで、深さは0.49ｍを測
る。傾きはN35°Wであり、北側は調査区外に伸びるが、CHライ
ン以南では確認できなかった。幅は1.12ｍを測り、断面は逆台形
を呈する。
　埋土は９層に分けられた。１・２層は緑灰色を基調とする砂質
土で砂質土ブロックを含む。３層は灰色粘質土、４層は淡緑灰色
粘質土で砂質土ブロックを少量含む。５～７層は灰褐色を基調と
する粘質土である。６層は砂をよく含み、その上下の５・７層は
砂質土ブロックを含む。８・９層は、上層と同様に灰褐色を基調
とする粘質土であるが、黄灰色粘土ブロックを含む。
　遺物は、12号ポリ袋１／４袋分が出土した。吉備系土師器椀の
小片10点程である。本遺構の時期は出土遺物および切り合い関係
から中世前半と考えられる。
溝26（図67、図版13）
　CH・CI57・58区に位置する。＜10層＞で検出した。検出面は標
高0.93ｍ、底面は同0.65ｍで、深さは0.28ｍを測る。傾きはN37°E
であり、南側は調査区外に伸びているが、CIラインより２ｍ以北
では確認できなかった。幅は0.4ｍを測り、断面は箱形を呈する。
　埋土は９層に分けられた。１～５層は灰白～灰褐色を基調とす
る砂質土で、４層にのみ灰色粘土ブロックを含む。６・７層は黄
灰色を基調とする砂質土で、６層には暗灰色粘土ブロックを少量
含む。８層は壁際に堆積する灰白色砂質土で、灰色粘土ブロック
や砂を少量含む。木樋状構造物の痕跡の可能性がある。９層は８
層の外側にある土層で、灰色粘土ブロックを少量含む褐灰色砂質
土である。
　遺物は、12号ポリ袋１袋分が出土した。吉備系土師器椀の小片
である。

1.3ma a’

1
２ ３
４ ５５６７

１．暗灰色粘質土（灰色粘土ブロック○）
２．暗灰褐色粘質土（灰色粘土ブロック○）
３．暗黄灰色粘質土（黄灰色粘土ブロック◎）
４．暗灰色粘質土（灰色粘土ブロック◎、炭・焼土△）
５．暗灰褐色粘質土（黄灰色粘土ブロック◎、炭・焼土△）
６．暗灰色粘質土（灰色粘土ブロック○）
７．暗灰褐色粘質土（黄褐色粘質土ブロック◎）

0 0.5m

図65　溝24断面（縮尺1/30）
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0 1m

１．淡緑灰色砂質土（淡灰色砂質土ブロック○）
２．緑灰色砂質土（淡灰色砂質土ブロック◎）
３．灰色粘質土（淡灰色砂質土ブロック○）
４．淡緑灰色粘質土（淡灰色砂質土ブロック△）
５．灰褐色粘質土（淡灰色砂質土ブロック△）
６．暗灰色粘質土（砂◎）
７．淡灰褐色粘質土（灰色砂質土ブロック○）
８．灰褐色粘質土（黄灰色粘土ブロック○）
９．暗灰褐色粘質土（黄灰色粘土ブロック○）

図66　溝25断面（縮尺1/30）

　本遺構の時期は出土遺物から中世前半と考えられる。

ｄ．ピット
　ピットは＜４層＞および＜５層＞から24基検出された。しかし、帰属する層位が不明確なものが大多数を占め
ており、すべてを層位ごとに分離することは困難である。
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　ピットの分布は調査区のほぼ全域に広がるが、散漫としており空間的にまとまる様相は見いだせない。ここで
は、礎石が出土したピットのみ詳述する。
ピット１（図68、図版13）
　CF57区に位置する。＜10層＞で検出した。検出面は標高0.91ｍ、底面は同0.65ｍで、深さは0.26ｍを測る。平面
形は方形を呈すると考えられ、東西0.68ｍ、南北0.78ｍを測る。断面形は逆台形を呈する。
　埋土は２層に分けられた。１層は淡
黄褐色砂質土で焼土を若干含み、２層
は暗灰褐色粘質土で炭を少量含む。両
層ともに砂質土ブロックをよく含む。
　遺物は、土師器杯・台付皿が出土し
た。また底面には大きさ0.29×0.3ｍ、
厚さ0.1ｍを測る方形の礫が据え置か
れていた。本遺構の時期は出土遺物か
ら13世紀代と考えられる。
　本遺構はピットとして報告したが、
礎石がピット中央部に配されていない
ことから土坑の可能性もある。

第５節　近世の遺構・遺物

　近世の遺構は＜３層＞に対応するもので、Ａ地点の南部において土坑１基のみ検出した（図69）。密集や列状に
配される状況はなく、極めて遺構の密度が低い。

ａ．土坑
土坑15（図70、図版13）
　CI・CJ56・57区に位置する。＜６層＞で検出した。検出面は標高1.1ｍ、底面は同0.55ｍで、深さは0.55ｍを測
る。平面形は長方形で、北端部に若干の破壊を受けており、残存長は東西1.07ｍ、南北1.2ｍを測る。断面形は逆
台形を呈する。中世の溝22ａを切る。
　埋土は４層に分けられた。１～３層は灰褐色系の砂質土で、特に１層に灰色粘土ブロックを多く含む。４層は
灰色粘質土である。
　遺物は、12号ポリ袋１／３袋分が出土した。近世陶磁器に加えて鍋片や瓦片を含む。
　本遺構の時期は出土遺物や切り合い関係から近世と考えられる。
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1
２

0 1m

C
G
ℓ

58ℓより
E2m

１．淡黄褐色砂質土（淡黄灰白色砂質土ブロッ
　　ク◎、焼土△、Fe◎）
２．暗灰褐色粘質土（淡黄白色砂質土ブロック
　　◎、炭△、礎石、Fe◎）

0 10㎝

1

２

図68　ピット１・出土遺物（縮尺1/30・1/4）

番号 種類・器種
法量（㎝）

残存状況 手法他 胎土 色調（内/外）
口径 底径 器高

1 土師器・杯 14.2 9.2 2.9～4.2 1/1 （内・外）ヨコナデ（底外）篦キリ 微砂 橙白

2 土師器・台付皿 − 8.6 − 脚1/4 （内・外）ヨコナデ 微砂 淡灰褐/橙褐
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第６節　包含層ほかの出土遺物

　包含層出土の遺物量は、全体でコンテナ（28㍑/箱）３箱である。ここでは、遺構は検出できなかったものの完
形の遺物、土製品・石製品をあげておきたい（図71）。
　１は古墳時代前期の壺、２～４は製塩土器の底部である。１・２は＜７層＞出土であり、３・４は不明である。
５は緑釉陶器の底部であり、＜５層＞からの出土である。他に土製品と石製品があげられる。＜７層＞からの出
土が多く、土錘（Ｔ−15・16）、砥石（Ｓ７）がある。T−17は土錘であるが出土層位は不明である。

565758

CE

CF

CH
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CJ

CG

0 1m

土坑2

図69　近世遺構全体図（縮尺1/300）
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0 1m

１．淡灰褐色砂質土
　　（灰色粘土ブロック◎、炭△）
２．淡黄灰褐色砂質土
　　（灰色粘土ブロック○）
３．淡灰褐色砂質土
　　（灰色粘土ブロック◎）
４．灰色粘質土
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図70　土坑15（縮尺1/30）
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図71　包含層出土遺物（縮尺1/4）

番号 種類・器種
法量（㎝）

残存状況 手法他 胎土 色調
口径 底径 器高

1 土師器・壺 8.2 − 8.9 1/1 （内）口縁ナデ、胴部オサエ、ケズリ（外）胴部ハケ目後ミガキ 細砂 暗橙
2 土師器・製塩土器 − 3.8 − 底1/2 （内）ナデ（外）オサエ、ナデ 細砂 暗橙灰
3 土師器・製塩土器 − 4.0 − 底1/1 （内）ナデ（外）オサエ、ナデ 細砂 淡赤灰
4 土師器・製塩土器 − 3.8 − 底1/2 （内）ナデ（外）オサエ、ナデ 細砂 淡赤橙
5 緑釉陶器・椀 − 6.9 − 底1/1 内外面施釉（剥落激しい）、高台貼付 微砂 灰（釉）緑灰

番号 器種 残存長（㎝） 残存幅（㎝） 厚（㎝） 重量（ｇ） 形態・手法他 胎土 色調
T15 土錘 8.7 4.5 − 71.5 孔径1.1㎝（上）、ナデ 微砂 淡橙灰
T16 土錘 6.2 4.6 4.3 127.0 孔径2.3㎝（上・下）、ナデ 微砂 淡橙
T17 土錘 − 1.4 1.5 11.8 孔径0.6㎝（上）、ナデ 微砂 淡橙

番号 器種 残存長（㎝） 残存幅（㎝） 厚（㎝） 重量（ｇ） 石材 特徴
S7 砥石 4.7 4.5 2.1 45.0 流紋岩 4面に砥面、側縁にはわずかに擦痕


